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一

I

経
済
生
活
の
究
極
の
目
的
は
生
活
水
準
の
向
上
に
あ
る
。
国
民
経
済
的
観
点
.
 

に
立
て
ば
総
実
質
国
民
所
得
の
向
上
が
そ
の
先
決
問
題
で
あ
り
、
.そ
の
た
め
に 

は
労
働
生
産
性
と
雇
用
と
が
増
大
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
ニ
つ
の 

要
因
は
し
ば
し
ば
相
矛
盾
す
る
。
西
欧
諸
国
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
完
全
雇
用
が 

達
成
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
生
産
性
向
上
が
国
民
所
得
増
大
の
唯
一
の
手
段
と 

な
り
失
業
の
心
配
も
余
り
な
い
か
ら
問
題
は
比
較
的
簡
単
で
あ
る
。
こ
れ
に
反 

し
わ
が
国
の
よ
う
に
多
く
の
潜
在失

*
?

を
抱
え
て
い
る
経
ぼ
で
は
生
産
性
の 

向
上
が
先
決
か
、
雇
用
の
増
大
が
第
一
義
的
.かに
つ

い
て
多
く
の
論
争
が
な
さ
.
 

れ
て
き
た
。
こ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
.わ
れ
わ
れ
は
過
去
の
日
本
経
済 

の
発
展
の
あ
と
を
迪
っ
て
具
体
的
に
対
策
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

産
^
^
^

の
問
題
は
コ
リ
ン
•
ク
ラ
ー
ク
に
よ
っ

て
示
さ
れ
た
よ
う
に
長
^
 

の
問
題
で
あ
り
、

で

き

る

だ

け

昔

に

遡

.っ

て

^
^
し
て
行
く
心

要
が
あ
る
。
そ 

こ
で
明
治
年
代
か
ら
1
刖
ま
で
_の
ゎ
が
国
の
経
済
発
展
を
統
計
資
料
に
'ょ
っ
て 

日
本

產
業
構
造
の
間

題
点

分
析
す
る
と
第
一
図
及
び
第
一
表
の
ょ
ぅ
に
な
る
。
明
治
初
年
の
国
民
所
得
の 

数
字
は
！W

に
把
握
し
が
た
い
点
が
あ
る
が
、

一
胗
こ
の
問
題
を
回
避
し
て
統 

計
を
信
用
し
て
分
析
し
て
ゆ
く
と
、
第
一
次
産
業
で
は
就
業
者
一
人
当
り
の
所

得
は
停
幾
態
に
あ
つ
て
且
つ
.低
ぐ
、
第
三
次
産
業
の
所
得
は
傾
肉
値
的
.発
展

.
 

ょ
り
も
む
b'
み
循
環
'運
動
に
近
い
形
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
明
治
年
代

1
C

五
五
三)



以
後
の
わ
が
国
の
経
済
発
展
は
、王
と
し
て
第
一一

次
産
業
の
.一
人
当
り
実
質
所
得 

の
向
上
に
負
ぅ
と
こ
ろ
の
大
き
い
こ
と
が
解
る
。
そ
し
て
第
二
次
産
業
に
お
け
.

る
生
産
挫
は
日
露
戦
争
前
後
に
は
一
時
下
续
態
に
，あ
っ
た
が
、
S

次
大
戦 

を
通
じ
て
急
激
な
上
昇
を
1/K
し
て
い
っ
た
。
他
方
に
お
い
て
こ
.

れ

を

褒

用

面

.か 

ら
観
察
す
る
と
、
第

j

次
産
業
の
就
業
人
員
は
明
治
初
年
に
は
比
較
的
急
速
に 

増
加
し
て
い
る
が
、
日
清
戦
争
前
銜
に
早
く
も
頭
打
ち
の
状
態
を
示
し
、
大

正

.
示
し
、

年
代
に
入
つ
て
か
ら
は
反
マ
て
餘
々
に
下
降
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
従

*?
て
第
'
 

•
 

5

に
お
い
て
第
一
次
底
業
.の
.就
賺

ー

.人
当
り
の
実
質
所
得
が
横
這
い
状
態 

*

を
示
乙
て
ぃ
る
の
は
、
第I

次
産
業
の
総
実
質
所
得
が
む
し
ろ
下
洚
M
向
に
あ

る
事
実
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
第
二
因
を
見
れ
ば
'第
.ニ
次

-

産
業
の
就
業
人
ロ
は
ー
方
的
な
増
加
1

を
示
^
:
明
治
八
丨
十
八
年
の
十
年
へ 

間
に
一
一
借
に
増
加
し
、
そ
れ
以
後
増
加
率
は
や
や
衰
え
た
が
絶
対
数
は
：̂

な

日
本
鹿
業
櫳
造
の
間
題
点

増
加
を
見
せ
、
.昭
和
®

の
不
況
期
に
至
っ
て
若
干
減
少
し
た
が
満
州
^
変
以 

後
の
重
工
業
の
勃
興
に
よ
り
再
び
：急
速
な
成
長
を
汞
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意 

:

-t
へ
き
は
ノ
昭
和
初
期
.の
不
況
時
を
別
と
し
て
、
就
業
人
員
の
絶
対
数
は
殆
ん 

i!
ど

.S

的
な
増
加
を
示
し
、
就

酵

1

人
当
り
の
所
得
が
循
環
運
動
を
含
ん
で 

,
い
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
：第
三
次
産
業
の
就
業
人
員
も
一
方
的
な
増
加
を 

不
況
時
で
あ
っ
た
昭
和
の
初
期
に
も
反
っ
て
増
加
し
て
い
る
。(
ご
れ 

は
零
細
経
営
の
小
売
商
等
べ
^ -
_

が
流
入
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。y
然 

■
し
就
寒
人
ロ
の
増
加
率
は
卧
^
^
期
に
は
第
ニ
次
産
業
よ
り
も
低
く
、
第
二
次 

.
産
業
の
就
業
者
が
十
年
間
で一

蓓
に
な
っ
た
の
に
比
べ
て
、
明
治
八
1
一
一
八
の 

」

ニ
〇
年
間
に
よ
う
や
く 
二
倍
弱
^
な
，っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
第
一
次
大
戦 

.後
の
一
九
ニ
〇
年
ま
で
は
直
線
的
に
増
加
のr

途
を
^
っ
て
い
る
が
、
昭
和
年 

代
に
入
っ
て
急
激
：に
増
加
'し
た
の
は
、
第
ニ
次
産
業
へ
の
労
働
の
吸
収
が
鈍
化 

，

し
た
影
響
に
よ
る
。朋
治
初
期
の
第
二
次
、第
三
次
就
業
人
口
の
増
大
は
総
就
業 

..
人H

増
大
の
捌
け
口
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、.

一
九
〇
五
年
頃
を
境
に 

.

.第

一:

次
産
業
か
ら
、第
一
1-V
第
三
次
産
業
へ
の
労
働
の
移
動
が
^g

さ
れ
た
と
見 

る
こ
：と
が
で
き
よ
う
。
し
：か
し
第〖

炎
産
業
.の
人
員
が
古
め
る
絶
搿
的
割
合
は 

他
産
業
に
比
し
て
圧
倒
的
に
大
き
く
、戦
參
直
前
め
昭
和
十
年
で
さ
え
、総
有
業

人

昼

半

数

1

讓

I

て
：,

を
営
ん
で
：ぃ
I

ぁ
る
。'

• 

•
-
-

+ .11'
.

.

.

II 

.
 

.
h
.

'
第

一；

次
産
！
^

平
角
所
得
が
圧
倒
的
に
低
い
に
も
拘
ら
ず
，
t

業
へ
の
移 

.
動
が
そ
れ
ほ
ど
急
激
で
な
か
っ
た
.の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
先
ず

_

.

:
三

(

五
五
五)

n

n

第
三
次
産
業
へ

第
二
次
産
業

第
一
次
産
業

:

総
所
得
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業
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口
 

一
人
当
り
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数
 

実
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公

業

務

家 . 従

. 雇 m
非 農 林 業

業 ン主

家 従

雇 用

全 産 業

業 主

家 従

雇 m
サ一 ビス業

業 主

家 従

雇 用

公 務

’業 主

舉 . 従

そ 6 他の産業 
及び産業不詳 

.業 . 主

家 従

雇 用

非 農 林 業 j

業 達

家 従'
雇 m

全 産 業 2

業 主

家 従 1
雇 用

備考 ( 1 ) 大

579,354 
35,528丨

、• - —

543,826

733,090：

733,090
12,944,176116,075,796

( 軸
3,871,571

1,550,725
7,516,880

26,859,585

8,948,510；

9,914,525：
7,991,5501
1,932,112

618,082
(外単人単厲) 

1,682,518

618,082,

915,051

915,051
19,090,45816,064,804

2,469,665
492 (単独273,爾472539 i

142,875130,355
1,309,581

579,3541
35,528丨

543,826； 
523,983 丨 

17,412

506,571
2,529,082

3,751,088

1,479,101
7,293,593

8,845,439

8,274,834

1,854,551
733,090

5,633,924

1,914,535
13,230,517

2,彻，7?9)丨 
4,837,246 
1,891,546

9,346,704
30,003,918|
(単独

3,170,861)]10,344,552 
9,771,864

10,364,45710,362,144 
9,867,29713,727,006

1,508,000

1,508,000

1,240,000

3,200,193 3,835,000

1,626,391 2,342,000 

11,051,22913,265,000丨

1.240.000 

18,959,000:22,500,000 21,050,000
，(単独

4.880.000

14,360,00013,970,000 
32,745,184133,166,784135,493,000139,930,000 36,580,000

2,704,809 
429,103 
135,554 

12,140,152 
618,082!

2

k2
:
0
0 

3
 :
C
T
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1
 

2
 

0
 

5

 

2,
7

38
’

?6
'
業

,0
7

’ 

1

’ 

2

’ 

o

’

 

12
69
92

せ
56
44
52
59
15 

3
 

9
 

60
6 

6
 

2
 

' 

7
 

9

8 

2

1.
I
 
2,
 

1,

733,090； 
70,503 
6,082 

- !  

64,448
15,340,616
(単独

2,451,779)
4,643,179
1,774,027|
8,923,404

618,082 915,051
217,164 444,213

8,063 36,50o!
1,935 42,641

207,166 365,072丨

18,308,97915,782,770'

3,746,473

( 軸 I 
3,170,881)： 

9,583,879 
10,246,938丨
9,508,445；

1,792,492i 
12,770,014' 
32,180,869

8,465,164

10,242,036：
18,473,669

3,062,532

1,587,609

9,284,000

8,260,000

10,510,000

12,714,00014,410,000
14,014,000
(―修理業）

3.156.000 
855,000：
245,000

2.056.000 
1,508,000：

1,508,000；
82,000；

9,000

13,000
18,959.000

3,835,000；

2,342,000

12,973,661
11,952,089

(一修理業）
3.790.000
1.130.000

390,000
2,270,000)
1.240.000

1,240,000
10,000

0
0

1,360,000

1,360,000

1,900,000)
4.420.000
2.620.000

9,960,000

12,130,000
15,010,00014,460,000

22,500,000；

4.880.000

3.260.000
10,945,63813,265,000|l4,B60,00018,970,000 
33,328,963 35,575,000|39,940,000 86,590,000

(単独
8,211,6311 9,293,000il0,510,000|9,293,000；

12,715,000
14,027,OOo!

一修项業）
3.480.000
1.020.000

310,000
2.140.000
1.360.000

1,360,000
10,000

0
0
0

21,050,000
(単独

1,900,000)
4.420.000
2.620.000

2,600,000) 
9,960,000 

14,410,000112,130,000
15,010,000 14,460,000

~ “リ よ  *0 ぽ̂ ] ^ I  目 J 丄 司び
昭和29平⑷は労働力調査による調查期間1 週間の状態
昭和29年(B)は労働力調莶附帯調査、平常の就業者の中で主として仕事を
しているものo

第 二 表 （つづき）

鹿 業 大 正 9 年 昭 和 5 年 昭 和 15年 i 昭和22年 |昭和25年 |昭和2;  |昭和2 ;

1

1

^

1
 

' 

: 

.
 

.

.

.

.

五
'
 

s

i

第: ! 表産業大分 — lj、地位別就業者の比較

f  ( 国勢調査、労働力調査、同附带賴査） （単位人)
I _ _ i ■wm in i— ■ 旧 i__ — _n_ iiiiiiii w niwiiBi«ii~irii ■  i ii _  _«ii_ 1 1 iw n f u n t m r T i r T i i ■ ■画hw_th 幽—_>_

鹿 業 大正 9 年 昭和 5 年

mamammrnammmammaauum

昭和15苹 昭和22年 昭和25年 昭和29年 = 
(A)

昭和29年 
(B)

農 林 業 13,915,409 13,928,122 13,654,726 17,101,卿 16,834,000 17,430,000 15,530,000

業 主 5,076,939*:単独719,082) 
4,934,618 4,710,628 5,112,599 5,449,000 5,630,000(卿 0 0 ,_  

5,540,000

家 従 8,363,800 8,472,911 8,447,609 11,343,411 10,372,000 11,150,000 9,510,000

雇 用 474,670 ' 520,593 496,489 641,379 749,000 650,000 490,000

漁業水産養殖 526,222 561,506 537,715 709,617 690,000 680,000 760,000

業 主 199.727 (単独115,00?) 
229,415 199,643 211,513 217,000 200,000

4
260,000

家 従 143,004 141,335 142,918 218,847 165,000
翁 ，000

350,000

屉 用 . 183,491 190,756 195,154 - 279,757 308,000 190,000 140,000

鉱 業 420.797 314,256 595,516 667,478 576,000 580,000 ; 5 0 0 , 0 0 0

主 12,253 (単独5,310) 
9,895 9,818 14,514 9,000 10,000 20,000

家 従 8,351 3,036 2,734 8,000 8,000 10,000 20,000

雇 m 405,193 301,315 , 5 8 2 , 9 6 4 644,964 564,000 560,000 460,000

建 . 設 ; 業 717,170 964,750 977,764 1,820,057 1,379,000 1,660,000 1,670.麂 0

業 主 154,971 (単独 305,21”  
428,105 264,168 292,196 334,000 480,000 500,000

家 従 23,552 65,072 40,074 85,941 73,000 70,000 50,000

雇 用 538,647 471,573 673,522 941,920 991,000 1,150,000 1,120,000
ぐ+修理業 (+修理業

6,640,000 6,510,000
製 造 業 4,438,294

H
喪

“

R
l

i

B
i 

I 6,845,263 3Bi,797) 314,000)
5,439,86*7 3,646,000

840,000
業 主 1,120,929 966,860 T95.778 760,000 950,000

家 従 535,998 642,105 493,341 484,133 * 472,000 840,000 750,000

雇 用 2,781,367 2,841,818 5,385,062 4,159,956 4,413,000 4,860,000 4,920,000

卸壳小売金傲 2,782,194 4,806,839 4,514,776 2,365,857 4,198,000 6,210,000 5,050,000
保險不動産業 

業 主 1,474,946 (単独&76澤 ) 
2,118,187 1,779,811 1,014,817 1,584,000 2,090,000 1,750,000

家 從 567,753 735,829 952,158 505,132 1,359,000 1,680,000 1,130,000

雇 用 734,495 1,452,523 1,782,807 849,171 1,721,000 2,440,000 2,150,000

運輸逋信その 
他の公益事業 

業 主

1,132,939

260,558

1,288,470
(121,340

166,916

1,515,054

97,070

1,709,300

88,999

1,806,000

76,000

1,750,000 

_ 70,000

1,720,000

30,000

家 従 75,388 43,77^ 25,713 33,936 25,000 30.00C 10,000

雇 用 796,992 1,077,77£ 1,392,271 1,895,611 1.704.00C l,65O,O0C 1,680,000

サ 一 ビ ス•業 2.347.20C . 3,204,85^ 3,486,288，（一修理業）
2,656,042

(一修理業）
8,156,OOC

(一修理業）
3,790,00C

(一修理業)
3,480,000

業 ..主 612,65^4 (単独挪,739 
666,60(

1 628,03C 644.71E 855,00C 1,130,00C 1,0 卿  00

家 従 201,67« 260,39』 257,591 252.12C 245,00( 390,00( 310,000

雇 用 1,532 厕 2,277,85? 2,600,65E 1,759,20?} 2,056,00( 2,270,00() 2,140,000
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第1

に
国
民
所
得
計
算
に
お
け
る
所
得
概
念
が
貨
幣
化
し
た
所
得
だ
け
に
重
点 

を
お
き
、
現
®
|
与
等
に
対
し
て
芷
当
な
評
価
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
あ
げ
ね 

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
第
一
次
産
業
の
所
得
は
貨
幣
化
さ
.れ
：て
い 

な
い
部
分
が
か
な
り
隠
さ
れ
て
い
る
た
め
、
実
.際
に
は
数
宇
に
あ
げ
ら
れ
た
.ほ 

ど
の
産
業
間
の
所
得
差
は
な
い
と
見
る
こ
と
も
で
ぎ
る
。
第
一
一
に
農
業
労
働
者 

日
本
産
業
椭
造
の
問
題
点

4
3

料

 a 

5: 

7 

9 

I
l
'
i
3
p
3

 

.S 

7
'

:

以
外
の
自
家
経
営
の
人
々
に
お
'い
て
は
、
先
祖
伝
来
の
資
産
を
継
承
し
て
い
る 

た
め
.、
生
計
費
：の
®
に
お
い
て
.も
^
^
生
活
者
ょ
■り
%,
実
質
的
に
か
な
り
低
廉 

な
費
用
で
済
む
こ
と
.を
指
摘
で
き
上
ぅ
。

こ
，の
こ

と
は
住
居
費
等
に
お
い
て
.は 

特
に
大
き
い
。
従
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
総
就
業
人
員
ょ
り
も
む
し
ろ
i

者 

数
と
産
業
別
の
賃
金
格
差
で
あ
：る
。
先
ず
前
者
に
.つ
い
て
見
る
と
累
年
比
較
は

七

(

五
五

九)

第三表農業賃金と工業賃金の比較 •

農業日屈 
質 金

エ 業 
貨 金

農業におI 
ける1人

薪:；！:業に 

ける屈 

用の増減

農業日屈: 
賃 企 1

• Q—W/1W 丨” _  丨

r . . . ■榮 W 企

*̂jmBi«i_aanwnrf'Bnur. i

農業にお 
ける1人 敏工業に 

おける屌 

用の櫓減： ：. : (男+ 女） 
I h 額ノ

，男+女、 
1日額ノ

1 日当り
労働所得 ( f + D (

'男-ト女、
窃ノ

1 日当り 
労勘所得

明治11年
錢 m

i i
銭
3

千入
大 I E 1 年

銭
36

.銭
36

銭
33

: 千人
89

12 — 12 6 ------- 2 38 38 34 ' 76
13 — 16 8 ■_- 8 39 33 27 61
14 — 16 8 .— 4 38 35 23 84
15 18 16 7 --- 5 39 37 29 248

16 16 14 6 --- 6 45 45 41 292
17 14 11 5 — 7 61 64 60 209
18 13 11 7 — — 8 97 105 98 へ 2

19 11 11 7 — 9 118 110 73 A  68
20 11 11 7 --- 10 137 120 46 8

21 '------ 12 5 ' —— 11 124 126 50 A  31

22 ' —— 12 6 —— 12 139 122 47 a  32

23 • . ' 12 10 —— 13 135 125 56 a  . .3 .

24 . ' — 13 10 ' —— 14 136 124 68 27

25 13 18 9 — 昭和 1 年 126 128 66 47

26 • 14 8 —— 2 139 129 、 59 24

27 14 14 13 --- 3 13Q 132 60 40

28 15 14 13 — 4 119 130 75 234

29 17 16 10 ------- 5 101 122 47 A 400

30 21 19 14 49 6 75 112 28 人 60

31 23 21 25 a 58 7 66 109 41 76

32 22 21 16 A 12 8 68 111 64 196

33 25 24 19 20 9 70 115 38 294.

34 26 25 20 37 10 75 116 55 160

35 26 25 16 92 ! _ i i : 78 117 74 262

: 3 6 25 25 21 A  8 ! ' 12 90 1会6 82 413

‘ 37 27 26 23 83 | :1 3 106 139 85 371

38 26 27 17 93
丨 14

147 159 144 685

39 27 27 22 140
1 技

170 184 134 157

40 29 30 28 36 1 16 173 207 102 . . . . _ _

41 31 31 28 ^ 4 4 ! 1 7 206 228 174 —-

42 31 30 .25 176
! .

43 32 31 21 a 42

44 34 33 . 27 33
1

(

ハ
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困
難
で
、.戦
前
に
お
IV

て
は
国
勢
調
査
：の
行
わ
れ
た
年
度
だ
け
し
か
、
こ
の
双
 ̂

は
捉
£
ら
れ
な
い
。.
«

一
 
豪
に
つ
い
て
見
る
と
、.
1 :
削
の
大
芘
九
气
昭
和
五 

年
、
十
五
年
の
三
..力
年
に
：つ
い
て
比
較
す
れ
ば
余
り
顕
著
が
変
化
は
農
業
.で
は
，
 

見
ら
れ
な
い
。
.:
'
.た
だ
昭
和
五
年
に
雇
用
者
が
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
む
し 

ろ
不
況
の
た
め
エ
業
従
業
者
が
£」

に
流
入
し
た
も
の
と
解
さ
れ
、.
長
期
的
発
，
 

展
の
結
果
よ
り
も
む
し
ろ
景
気
変
動
の
結
果
で
あ
.る
と
見
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
.. 

ぅ
。
こ
の
推
論
は
前
述
の
労
働
移
動
に
関
す
る
結
論
と
矛
盾
す
る
よ
ぅ
に
見
え
：： 

る
が
、
：農
業
人
口
が
激
減
し
た
の
は
.一
れ
ー
ー0

年
识
前
の
こ
と
で
国
勢
調
查
が 

行
わ
れ
た
の
は
、農
業
入
口
全
体
が
停
滞
し
て
い
る
と
き
で
あ
る
か
ら
、矛
盾
す
: 

る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
農
,

働
者
の
相
^
的
割
合
な
い
し
絶
対
的
水
準 

は
大
芷
九
年
ト
昭
和
十
五
年
と
い
っ
た
比
較
的
^
期
間
に
は
変
化
を
示
し
て
い 

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
と
対
比
す
ベ
き
農
業
賃
金
と
工
業
賃
金
の
格
差
は
.
 

榔
村
又
次
氏
の
推
計
に
よ
り
第
三
表
、
、第
三
図
の
ご
と
く
明
治
初
年
ま
で
遡
る 

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
結
果
を
見
る
と
明
治
年
間
に
お
い
て
は
両
産
業
の
賃
金 

格
差
は
殆
ん
ど
な
く
、格
差
が
現
わ
れ
は
じ
.め
た
の
は
第
一
次
大
戦
中
か
ら
で
、
 

そ
れ
が
顕
著
に
な
っ
た
の
は
一
九
三
〇
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
鉱
エ 

業
に
お
け
る
麗
用
の
増
大
は
第
ー
次
大
戦
の
㈣
矹
中
に
著
し
く
、
賃
金
格
差
と 

の
間
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
相
関
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
時
期
的
に
見
る
と
農 

業
か
ら
の
人
口
移
動
が
終
了
し
た
後
に
両
産
業
の
賃
金
格
差
が
拡
大
し
た
も
の 

と
見
ら
れ
、
賃
金
格
差
は
労
働
移
動
の
結
果
で
あ
っ
て
原
目
で
は
な
い
こ
と
が 

わ
か
る
。
そ
し
て
こ
の
賃
金
格
差
は
不
況
時
に
は
相
当
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
 

イ
ン
フ
.

レ
期
に
は
反
っ
て
農
業
賃
金
の
方
が
高
く
な
っ
て
ぃ
.て
、
第

一

表(

前

出)

の
，よ
う
に
就
業
人
：ロ
ー
：人
当
り
の
平
均
所
得
に
ば
、
相
当
に
大
き
い
産
業 

.別
格
差
が
存
在
す
る
.の
に
、
賃
金
格
差
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
.い
た
め
、
積
極 

的
な
人
口
移
動
が
な
か
つ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
農
業
に
お
：け
る
労
働
所
得
が 

主
と
し
て
家
族
労
働
に
依
存
し
て
い
る
事
実
が
こ
の
檑
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
生
み
出 

:

し
て
.い
る
も
の
と
考
え
.ら
れ
、
'労
働
移
動
：に
関
し
て
は
こ
れ
等
家
族従

®
?

の 

賃
金
労
働
者
べ
の
移
行
こ
そ
が
問
題
点
と
な
る
。

.

農
業
に
お
け
る
雇
用
形
態
が
短
期
的
に
は
安
定
的
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
商 

.業
に
お
け
る
雇
用
入
員
は
明
ら
か
に
傾
向
値
的
発
展
を
示
し
.て
い
る
。
.業
主
の 

数
は
不
況
時
に
増
加
し
て
い
る
が
家
族
従
業
者
も
1
既
に
は
一
方
的
に
増
加
し 

て
い
る
。
.前
述
の
よ
う
に
第
三
次
産
業
の
一
人
当
り
所
得
は
循
環
運
動
を
示
し 

て
い
る
の
に
、
こ
こ
が
傾
向
線
的
発
展
.を
示
し
て
い
る
こ
と
.は
、
景
気
循
環
に 

よ
る
所
得
の
変
動
は
業
主
数
に
の
み
影
響
を
及
ぽ
し
、

家
族
.従
業
者
に
ま
で
は 

及
ん
で
い
な
い
と
.見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
製
造
工
業
で
は
こ
れ
と
対 

照
的
で
不
況
時
に
は
■雇
用
人
員
は
減
ら
な
い
が
家
族
従
業
者
が
減
小
ノ
し
て
い 

る
。
こ
の
あ
た
り
に
畠
業
別
の
景
気
感
度
の
差
が
見
ら
れ
る
が
、
第
三
次
産
業 

や
農
業
が
第
一
一
次
産
業
か
ら
の
失
業
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
役
割
を
演
じ
て 

き
た
わ
け
で
あ
る
。

三

.
明
治
年
代
か
ら
戦
前
に
か
け
て
の
わ
が
国
の
有
業
人
口
率
は
第
四
表(

一
〇 

.頁
参
照)
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
明
治
i

か
ら

日
清
戦
争
ま
で
は
急
激
な
増 

加
を
示
し
、
そ
の
後
頭
打
ち
の
状
態
に
な
り
、
大
正
年
間
か
ら
昭
和
年
代
に
入

っ
て
は
明
治
初
期
の
比
率
以
下
に
さ
え
な
っ
て
い
る

0.
こ
の
有
業
率
が
異
常
に
問
題
は
低
所
得
な
が
ら
第
三
次
産
業
の
有
効
需
要
が
あ
る
水
準
ま
で
は
保
証

さ 

膨
張
し
た
期
間
は
第
二
図
に
お
け
る
第
二
次
、
第
三
次
産
業
の
就
業
人
口
の
膨
れ
て
い
る
理
由
が
何
で
あ
る
か
で
あ
る

。

.

腹
が
急
速
で
あ
？
た
期
間
と
一
.致
す
る
。
即
ち
明
治
齧
は
わ
が
匿
産
業
革
こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
一
つ
の
理
由
は
迂
回
生
産
期
間
の
変
化
で

■あ
る
。
迂
回 

命
が
始
ま
っ
た
時
期
で
あ
り
、
農
業
従
業
者
の
減
少
は
起
ら
ず
に
無
業
者
の
減
生
産
期
間
が
長
期
化
す
れ
ば
、
国
民
経
済
全
体
と
し
て
の
所
得
率
は
低
下
し
、
 

少
と
総
人
口
の
絶
対
数
の
増
加
に
よ
っ
て
、
新
興
産
業
の
労
働
力
が
賄
わ
れ
て
第
三
次
産
業
ぬ
対
す
る
翥
需
要
は
減
退
す
る
。
不
況
時
に
経
営
合
■
化
が
行 

し
た
の
で
あ
る
が
、
日
露
戦
牵
を
経
て
、
農
时
人
口
の
絶
対
的
減
少
が
始
ま
る
わ
れ
れ
ば
迁
回
生
産
は
長
期
化
す
る
か
ら
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え 

に
及
ん
で
、
逆
に
有
業
率
は
擎
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

し

て

有

業

率

の

ら

れ

そ

う

で

あ

る

。
し
か
し
こ
れ
は
回
復
過
程
の
初
期
に
現
わ
れ
る
現
象
で
あ 

低
下
し
た
初
期
に
お
い
て
第
二
次
、，.第
三
次
産
業
の
一
人
当
り
平
均
所
得
が
低
. 

' 
り
、
不
況
そ
の
も
の
は
今
ま
で
信
用
膨
脹
に
よ
っ
て
長
期
化
し
す
ぎ
た
迂
回
生 

下
し
て
い
る
こ
と
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
所
得
の
.

産
構
造
を
維
持
で
き
な
か
っ
た
た
め
の
反
動
と
し
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
従 

函
数
と
し
て
の
労
働
の
供
給
は
、
産
業
間
の
移
動
と
い
う
面
よ
り
も
、
有
業
率
っ
て
第
五
表

(

一
一
，頁)

に
見
ら
れ
る
よ
う
にH.

業
の
所
得
率
は
昭
和
六
、
七
年 

の
変
化
と
い
う
面
で
現
わ
れ
て
く
る
。
し
か
し
こ
れ
が
陽
表
的
に
現
わ
れ
る
の
ご
ろ
が
最
も
高
く
回
，復
過
程
に
入
る
に
従
っ
て
次
第
に
低
下
し
て
い
る
。
欽
業 

は
、
裏
率
が
増
加
か
ら
擎
へ
転
ず
る
時
期
で
あ
り
、

一

度
び
有
業

率

が

下

や

ガ
ス
電
気
と
い
っ
た
基
礎
産
業
に
は
む
し
ろ
逆
の
現
象
が
見
ら
れ
る
が
、
国 

る
と
そ
の
生
活
様
式
に
対
す
る
適
応
が
行
わ
れ
る
こ
と
之
、
所

得

と

閑

暇

の

間

民

経

済

的

に

は

、
昭
和
五
、
六
年
の
不
況
時
に
は
迂
回
生
産
の
短
期
化
丨>

所
得 

に
選
択
が
行
わ
れ
る
た
め
、
多
少
所
得
が
増
加
し
て
も
有
業
率
は
旧
水
準
に
ま,

率
め
増
大
|
>第
三
次
産
業
及
び
消
費
財
に
対
す
る
有
効
需
要
の
相
翔
的
増
加
、
 

で
は
覆
し
な
い
。
こ
と
に
労
働
供
給
の
非
可
逆
性
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
と
.と

と

い

マ

た

形

で

、
.製
造
X
業
か
ら
の
失
業
者
を
吸
収
す
る
に
た
る
だ
け
の
有
効 

も
に一

度
び
有
業
化
し
た
人
々
は《

麄

に

無
業
化
し
が
た
い
.た
め
、
不
況
時
に
需
要
が
他
褪
の
産
業
に
霞
保
さ
れ
る
の

.，で
あ
る
。

.
'
.

H

業
か
ら
吐
き
出
さ
れ
た
人
.々
が
他
産
業
に
吸
収
.さ
れ

る

事

実

が

現

わ

れ

る

わ

そ

れ

で

は

わ

が

®'
.の
有
業
率
は
世
界
各
国
と
の
比
較
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な 

け
で
あ
る
。
.第
一
図
に
つ
い
て
見
る
之
昭
和
初
期
の
木
況
時
に
は
第
二
次
産
業
位
置
に
あ
る
か
。
又
、
産
霧
造
と
有
業
率
の
関
係
は
ど
う
か
。
こ
れ
を
示
す 

で
は
合
理
化
に
よ
.っ
て
平
均
実
質
所
得
は
奢
し
く
伸
び
て
い
る
が
、
'第
三
次
産
.

も
の
が
第
六
表
で
あ
る
0
と
れ
を
整
理
す
れ
ば
、
有
業
率
五
〇
％
以
上
の
国
と 

業
の
平
均
所
得
が
靈
い
状
態
に
あ
る
こ
と
は
こ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
も
の
.

.

.
し
て
.は
“ベ
ル
ギ
丨
領
コ

ゾ
ゴ
、
l

ス
ヵ
、

コ
ロ
ン
ビ
ァ
、
シ
ン
ガ
ボ—

ル
、
 

.と
い
え
る
。
不
況
時
に
お
け
る
労
働
の
供
給
函
数
は
実
質
所
得
に
対
し
非
弾
力
タ
ィ
、

フ
ラ
ン
ス
、
ト
ル
コ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
•る
が
、

フ
ラ
ン
ス
を
除
け 

的
だ
と
す
る
ケ
ィ
ン
ズ
の
理
論
は
.こ
の
局
面
に
お
い
て
ま
さ
.に
\蓄
す

る

が

、

.

.
ば
.い
ず
れ
^

進̂
国
で
あ
る
。
又
、
.有
難

三

'五
％
未
満
の
国
と
し
て
は
、.
モ 

日

本

産

業

構

造

の

問

題

点

• 

:

.

:

_九

(

五
六
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第四表有業人口及び有業人口串

項 目  
(单 位 ）

有 業  
人 口 率 ’會業人「4 現 目  

( 単 位 ）
有 業 . 
人口率ィ_ 人口

出 典 % 出 . 典 %
1872(明锩) 80.9 17,074 1897(明違) 96.9 24,194

73 ( 6 ) 81.8 17,290 98 (31) 96,4 24,382

74 ( 7 ) 82.9 17,529 99 (32) ' 96.1 24,573

1875 ( 8 ) . 8 4 . 1 17.792 1900 (83) 95.7 24,768

76 ( 9 ) 85.2 18,112 . 0 1 (34) 95.1 24,958

77 (10) 86.6 18,469 02 (35) 94.5 25,122

78 (11) 87.9 18,842 03 (36) 94.0 25,298

7 9 ( 1 2 ) 89.4 19,192 04 (37) 93,7 .25,434

1880 (13) 90.6 19,542 1905 (38) 93.8 25,598

8 1 (14) 91.8 19,883 06 (39) 93.8 25,729

'8 2  (15) .93.0 20,224 07 (40) 93.6 25,858

83 (16) 93,8 20,536 08 (41) 93.3 25,970

84 (17) 94.8 20,859 09 (42) 92,9 26,086

1885 (18) 95.9 21,164 1910 (48) 92.B 26,169

86 (19) 97,1 21,462 1 1 (44) 91.7 26,258

87 (20) 97.8 21,759 1 2 _ 90.9 26,347

88 (21) 98.0 22,043 13 ( 2 ) 90,1 26,422

8 9 ( 2 2 ) 98.0 22,313 14 ( 3 ) 89.4 26,472

1890 (23) 98.2 22,583 1915 ( 4 ) 88,7 26,526

9 1 (24) 98.6 22,825 16 ( 5 ) 88.0 26,557

92 (25) 98.G 23,087 17 ( 6 . ) 87.5 26,590

93 (26) 98.5 23,315 18 ( 7 ) 87.4 26,618

94 (27〕 98.1 23,550 19 ( 8 ) 86.S 26,623

1895 (28〕 97.6 23,769 1920 ( 9 ) 88.] 27,261

96 (29〕 97.1 23,977 2 1 (10) 87.e
1

27,497

m

出

_有 ''業 
人口率

%

有業人口

1922(大扮 

28 (12)  

24 (13)

1925 (14) 

26 ( ^ )  

27 ( 2 )  

.2 8  ( 3 )  

29 ( 4 )

1930 ( 5 )  

3 1 ( 6 )

；32 ( 7  )  

38 ( 8 )  

U ( 9 )

1935 (10)

36 (11)

37 (12)

38 (13)  

• ' 39 (14)

1940 (15) 

4 1 (16)  

42 (17)

86.7 27,733

86.1 27,969

85.7 28,20$

85,6 28,441

85.0 28,676

84.4 28,912

84.0 29,148

83,4 29,384

82.1 29,620

79.3 28,990

78.8 29,176

79.3 29,777

81.0 30,794

81.4

78.7

78.3 

77.9

77.8

79.2

78.4

77.4

81,400

30,859

31,167

31,476

31,784

82,483

32,581

32,600

有業苹= 有業人口 + 生産年齢人ロ（梅村又次氏の推計による）



(注）1 . 軸後の系数についてはその ’各々の概念、推計方法及び資料の点で、20年以 

前のそれとは必らずしも一致しない。

2 . 昭 和 2 0 年以前の所得にっいては、他の国民所得統計（例えば内閣統計局 

: 調 昭 和 1 0 年国民所得）に比して若干過少評価と思われる。 これは特に戦時

屮について顕著である。それは主として、法人所得、官公企業所得の把握が 

. きわめて困難であったことによる。 '
3 . 四捨五入の関係で内訳<6和は、必らずしも総数と一致しない。 ■

第 七 表 昭和 5 •年〜25暦年分配国民所得ー覽表
(単位百万 H)

分 配  
国民所得

勤労所得
個人業  

主所得

s ~ x
賃貸料 
所 得

個人利 

子 所 得

個人配当 
所得（含 
碰役赏  
与）

法人税
税引後  

留保所 

得

官公企  
業所得

海 外
か ら の .
純受取

昭 和 5.年 10,828 4,411 3,750 1,292 873 445 て 142. 224 厶 25

6 9,993 4,167 3,568 1,225 624 368 159 224 心 24

7 10,732 4,249 3,904 1,281 687 . 370 △ 21 300 へ 38

8 11,799 4,479 • 4,504 1,814 624 459 121 351 △ 53

9 12,263 4,828 4,247 1,451 612 554 258 839 a  26

10 13,528 5,120 4,703 1,530 856 623 343 367 ム 14

11 14,604 5,513 5,132 1,617 808 699 396 414 25

12 16,807 6,393 5,714 1,746 855 843 771 477 8

13 19,026 7,554 6,307 1,777 979 991 852 526 40

14 23,825 8,734 8,872 2,147 1,202 1,126 1,059 667 18

15 27,162 10,030 9,832 2,283 1,506 1,188 1,939 768 116

16 30,813 11,923 10,075 2,404 1,856 1,293 2,258 734 270

17 35,353 14,148 10,949 2,455 2,832 1,398 2,651 1,067 353

18 41,564 18,462 10,900 2,527 3,017 1,511 8,552 : 1,284 361

19

20

45,996 ■ 21,888 10,619
'__

2,730 4,072 1,566 4,303 1,144 174

.-.. 

21暦 年 297,200 89,200 195,900 7,200 5,900 500 2,600 厶 700 厶 3,400 ' .--- -

21年度 379,100 120,900 246,700 7,500 6,400 400 2,500 △ 800 厶4,500 ---

2 2 0 .Y 917,000 308,500 598,000 7,700 5,800 1,000 6,500 今 300 厶 3,200 —

2 2 F .Y 1,128,700 400,500 714,300 11,100 5,900 1,200 7,800 △9,400 厶 2,700 .*-- '

23G .Y 1,920,900 822,700 1,047,300 18,300 8,700 4,500 23,700 厶 2,200 △2,100 ----

2 3 F .Y 2,165,300 977,500 1,123,900 19,700 10,100 5,600 29,000 100 厶 600 —■

24 0 .Y 2,898,900 1,239,200 l s423,000 18,300 40,500 9,300 66,300 63,100 39,200 '---

2 4 F .Y 3,050,500 1,270,700 1,487,000 18,500 44,000 10,100 76,800 77,100 66,200 (ム600)

2 5 0 .Y 8,289,600 1,395,800 1,574,300 25,200 59,200 19,800 102,000 83,700 32,100 ^2,400

C.

五
.六r

五)

日
本
產
業
構
造
の
間
題
点 

■ 

ニ
ー

第 六 表 有 業 率 ！;人口に対する経済的活動 (労働力)人口

の割合〕の国際比較  xmm)
4戶次

有 業  

毕
存次

有 業 " 
率

|年 f 有業 
率

アフリカ メ キ シ コ ® ] •950 32.4 西 独 1950 46.3

アルジェリア ニ カ ラ ガ _ :.940 35.9 東 独 @ 1 946 47.0

欧 洲 人 ]L948 35.6 パ ナ マ L950 35.0 ベノレリン it 50.4

非 欧 列 人 // 41.6 ぺ ル ■—(i^ ).L940 39.9 .西 ベ ル リ ン . ：l950 46.8

ベルギー領
コ ン ゴ ’

L953 50.6 プエルト .リ コ . :L950 27.0 ギ リ 、ン 7 1L940 40.8 ；

ェ ジ ブ ト 1947 35.5 ウ ル ガ . ィ ® L941 40.7 アイスランド // 44.1

モ '— リ、ンヤス 1952 32.7 ベネ ツ • エ ラ it 32.2 ア イ ル ラ ン ド ’ L951 43.0

_ •ロ.一 デ 、ンヤ① 1951 44.3 ァ ジ ァ ィ タ リ - ( § ) 43.1

南 阿 連 邦 セ イ ロ ン 1946 39.2
ル ク セ ン ..

ブルク
1947 46.4

欧 讽 人 1946 37.5 キ プ ロ ス 〃 36.B オ ラ X ダ# 〃. 40.2

非 ,欧 洲 人 (D .// 47.2 ィ ン ド ⑫ 1950 39.1 ノー ル ウ ■イ ' 1950 42.5

ァメリ力 ィ ン ド ネ 、ンァ⑬ 1930 34.3 ポノレトガル "... 39.0

ア ラ ス 力 1950 52.3 イ ス ラ ； ル® 1952 37』 ザ . ' — ■ ル ：1946 35.3

力 ナ ダ ③ 1951 37.9 日 本⑮ . // 44.3
■

ス ぺ イ 'ノ

. . .  . : . .

1950 38.6

合 衆 国 ④ 1950 39.9 . マ . . レ .— 1947 '3 9 .0 スウユーデン n 44.3

アルゼンチン 1947 40.6 パ キ ス タ  'ン@ 1951 31.7 ス ィ ス // 45.5

プ : ラ : ジ ル 1950 33.0 フ.ィリッ.ピン 1948 38.6 . トリエス. ト爾 1953 44.4

チ リ — 1940 34.7 シンガポ一ル 1947 56.9 ト ル 195C 60.4

コ ロ ン ビ ア （5 )1938 52.5 タ ィ 〃 51.6 イ ギ リ ス @ >195] 46.2

コ.スタ•.リ力 195C 34.0 3 —  ロ ツ ハ
ュ - 二 ラ ビ ，

)195E 46,3

. キ ュ 一 . ハ 194J 31.8 ォースドリァ 1951 48.3 太 洋 洲

ド ミ ニ 力 135() 38,1 ベ ル ギ '— 194rI 4 0 i ォ - ス 公リァ瘦
)194r1 42,7

ェ タ ワ ’ドル " 38.f
•チニ  = バキア

it 48.] フ. イ ジ ー ' 19413 36.3

•3ニノレ•
サルパドル

" 35.11 デン■マーク )19512 49.1) ハ . V イ

, ニュージー 
J . ランド

19513 41.6

ガ テ マ ラ )194 0 33.：1 フインランド 195 D 49.5 194 5 39.6

ホンジュラス 195 0 47.：3 フ ラ ン ス @ $194 B 51.S

ジ ャ マ イ 力 )1 9 ‘i3 40.J3 K ィ ッ を > ) ” 45“3

資料出所 ： ILO  Y e a r  Book o f L ab o u r S ta t is t ic s  1954.
(大宮五郎氏の推計） '



第 A 表

(注） 中分類の人口と大分類の人口とは分類基準が異なる 

ため合計数は一致しない6 . '

昭 和 5 年 . 昭 和 25 年

所 得 就業者数 — 人当り 所 得 就業着数 ブ人当り

農 業  
林 業  
水 産 業

小 計

打万n
1638

155
190

1938

| 14131 
568
千人

14471,9

91.5

335
R

137

557585
60548
97687

715820

16132 
402 

, 6 9 0

17224.0

• 356 
1510 
1415

51059

鉱 業 
建 設 業  
製 造 業  

小 ' 計

，233 
470 

2465 
3168

815 
| 5909 

5829,2

710
<,486

549

12731B
156318
695932
979563

576
1379
5646

7601,0

2215
1133
1280

142.561

卸売小売業 
金 融 業  
迤 輸 逋 信
サ 一 ビス業 

そ の 他  
公 務  
小 計

1775
1814
1586
1392

138
379

6584

1  4906 
1159

| 2631

8720.0

628

1370

725

755

541203
118964
251073

| 356826
132277

1400163

3835
363

1806
}  3238

1508
10750.0

1410
3270
1390
1105

880
130248

合 計 11735 29021.1 405 3095546 35575.0 94539

r

四

.(

五
六
六)

㈡
同
じ
く
戦
前
に
九
％
を
占
め
て
い
た
個
人
利
子
所
得
が
.
 
一：
•
五
％
程
度
に
減 

少
し
た
こ
と
、
(-
)
{目
公
事
業
剰
余
金
が^

$
\
し

た
こ
と
'
の
三
者
に
よ
る
も
の 

で
、
個
人
業
主
所
得
は
戦
前
の
三
. 一
%
か
ら
ニ
七
年
に
は
四
三
%
に
増
加
し
、
 

法
人
所
得
も
ほ
ぼ
戦
前
の
割
合
を
維
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
皆
業
別

-
丨
リ
シ
ャ
：.
ス
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

チ
リ
ー
、

コ
ス
久
少
力
、

キ
ユ
.
丨
バ
、
ダ
ヮ
テ
、マ 

ラ
、

メ
キ
'ゾ
コ
、
ヴ
モ
ネ
ヅ
モ
ラ
、

パ
キ
ス
タ
ン
等
、
，
こ
れ
又
、
原
料
資
源
は
.
'
 

比
較
的
恵
：ま
れ
て
は
い
•る
が
後
進
国
が
多
い
。
従

っ

て
産
m

l

造
と
有

業
率
と 

は
必
ら
ず
し
も
正
確
.な
相
関
は
認
め
ら
れ
な
い
。
'
ア
メ
リ
カ
、
-'
.イ
ギ
リ
ス
、
：
ド 

イ
ツ
等
は
四
〇
％
合
に
あ
ゥ
、
わ
が
国
も
こ
の
ダ
ル
I

プ
に
腐
し
て
い
る
。

こ 

の
意
味
，で
国
民
一
.人
当
り
の
■実
質
所
得
と
も
相
関
が
.な
：->。

し
力
.し
先
'の
わ
が
.
.
 

国
の
歴
史
的
推
後
と
結
び
つ
，け
て
考
え
る
と
極
端
に
所
得
水
準
の
低
い
国
に
お 

い
て
は
有
業
率
が
低
く
、
あ
る
程
度
ま
で
開
発
が
進
む
七
有

業
率
が
高
ま
り
、
 

そ
の
後
は
で
降
衡
向
に
向
ヶ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。：

但
し
0

の
推
論
を 

検
討
す
る
に
は
第
六
表
：の
よ
ぅ
に
一
時
点
で
捉
え
た
有

業
率

の

比

較

だ

け

で

.
は 

不
十
分
で
各
国
有
業
率

の

歴

史

的変
化
を
観
察
す
る
必
要
が
.あ
り
？
又
、
年
齡 

別
、.
性
別
め
有
曜
分
葙
に

：つ
い
：て
！̂

な
考

察

を
要
す
る
で

あ

ろ\

■
■

■四

ノ
今
ま
で
の
分
析
は
主
と
し
て
戦
：

ilis ：

料
で
あ
る
が
、
戦
後
に
お
：い
て
は
わ
が 

国
の
産
造
は
ど
の
よ
ぅ
に
変
化
し
た
か
、
第
七
表

(

一
三
頁

)

は
：戦
前
戦
後 

の
わ
が
国
の
国
民
所
得
：で
あ
る
が
、
_

の
経
済
復
興
が
進
む
に
，つ
れ
て
次
第 

に
勤
労
所
得
の
相
対
的
割
合
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
九
丨
十
一
年 

に
は
勤
労
所
得
の
分
配
国
民
所
得
に
対
す
る
割
合
は
三
九
％
で
：あ

っ
た
が
、

一
一
 

一
年
に
は

-H
一
 
％
に
ま
で
f

し
た
。
し
か
し
二
三
年
域
後
に
は
'四
〇
％
を
越 

し
、
ニ
七
年
に
は
四
七
％
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
㈠
戦
前
九
％
を
占
め
て
い 

た
材
産
所
得
が
イ
ン
フ
レ
の
影
響
に
よ
っ
て 
一
％
罾
胄
に
双
ル
ノ
し
た
一
.こ
と
、

第九表国民所得における労働所得の地位 

— 製造工業における労働需要独占度一

劣-働の生 

鹿弾力性 
k

労働所得 
の分配率 

a

労働の需 
要独占度

V=Z±~ k
才一ストラ ..リ-y

1912 52.5% 54% — 2.9%
1922—1923 52.0 54 — 3.9
1926— 1927 63.4 57 10.1
1934— 1935 64,0 61 4.7
1936—1937 50.0 51 — 2.0

ビクトリヤ

1910— 1911 74.8

i

14.4
， 1923— 1924 66.7 65 2.6

1927— 1928 67.2 68 — 1.2

ニュ .一'^■一 ランド ’

1915— 1916] 
s , 19ia— 1935J 46.2 52 - 1 2 .6

1938— 1939 47.4 57 —20.3

J) ナ ダ

1923 50.0 50 0
1927 46.7 48 - 2 . 8
1935 49.0 40 18.4
1937 42.6 52 - 2 2 .1

ア メ リ 力

1889 54.3 60 一 10.6
1899 65.3 58 12.0
1904 67.7 64 5.5
1909 65.0 63 3.1
1914 63.3 59 6.8
1915 75.3 59 21.6

に
見
る
と
次
の
よ
ぅ
に
な
る
。

.

昭
和
九
丨
十
一
年 

ニ
七
年 

笫

一

次

産

業

/
 

一
九
*
八
％ 

二
三

.
六
％ 

第

二

次

産

業

.

.三
：〇

.
八
.

:

三
.〇
•
九 

第
三
次
鹿
業

_ 

:四
九
..四 

四
五
•.
七 

即
ち
第
二
次
産
業
，の
ゥ

ェ
イ
ト
は
不
変
で
あ
る
が
、

第

一

双-^
員

の

ゥ

ェ

イ
 

ト
が
増
加
し
て

第
三
次
産
業
の
ゥ
土
イ
ト
が
⑩
タ
し
て
い
る
。
終
戦
直
後
に
は 

こ
の
傾
向
は
更
に
著
し
い
も
の
、が
あ
つ
た
。
第
三
^
M
業
の
内
訳
を
見
る
と
連

H
本
産
業
構
造
の
間
題
点

輸
通
信
及
び
そ
.の
他
の
公
溢
事
業
の
所
得
の
相
対
的
割
合
が
一
〇

•
四
％
か
ら 

八
％
に
減
少
し
た
の
と
、
金
融
不
動
産
業
の
所
得
が
一
〇
•

四
％
か
ら
四.

一
 

%
に
f

し
た
た
め
で
あ
る
。

(

こ
れ
は
前
述
の
財
産
所
得
の
割
合
が
減
少
し 

:た
こ
と
と
対
応
す
る
。)

し
か
し
^

罾
双
罾
の
相

対

ロ
は
反
っ
で
増
加
し 

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
前
途
の
数
宇
は
ィ
ン
フ
レ
に
よ
る
M

体
系
の
歪
み 

か
ら
生
じ
た
も
の
で
ん
る
。
-讓
所

得

の

.相
対
的
割
合
は
昭
和
ニ
四
年
を
境
と 

し
て
戦
前
の
割
合
を
越
え
て
い
る
。
農
業
所
得
は
戦
前
一
六•

七
％
で
あ
.っ
た 

の
が
、
昭
和
一I

一
 
年
に
は
他
の
産
業
の
生
産
が
低
水
準
を
低
迷
し
た
の
と
食
溜

.

危
機
に
よ
る
食
糧

2.
18
.
22
.

10
.
12
.
5.
5

3.
1

6.
8

21
.

6
-1
J」

.

f

 
の
騰
貴
に
よ

—

一
 

' 

. 一
： 

一
.

-

.

.

S 
章

り

三 

一
. 
一
 
％ 
に

o 

8 

0
-
2 
-

 

0 

8 

4 

3 

9 

9

it
i
oEd
.
も
ま
で
上
昇
し
た
が 

5 

4 

4 

5
 ̂

6 

5 

6 

6 

5 

5

ol
i
d
e
v 

そ
の
後
馨
を
続

.
1
-
I 

- 

_

 

-

-

.

.

B e
,s
續
け
ニ
七
年
に
は

 J

0.
0

ー6.
7

9.
0

2.
6

4.
3

5.
3

7.
7

5.
0

3.
3

5.
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-t
i

i

 

K

 

I

 に
ま
で 

5
 

4
 

4
 

4
 

> 

5
 

6
 

6
 

6
 

6
 

7
 

:

og

し
て
い
る
。

I

I
 

―-
1

-

•
 
I

J P
解

更
に
各
産
業
の

一

ng

一
一
一 

入

^

り

^

目

所

得

 

lu
ao
原

!
 

7
 

5
 

7

力 

,

Go
i

篠

.を
比
較
す
る
と
第 

19
2

19
2

19
3

19
3

リ
18
8

9

1
19
0

4
19
0

19
1

4
19
1

5

料
廷
八
表
の
ょ
ぅ
に
な

:

バ

，
：.
メ

；
 

資 

り

、

第
—,
'
次

産

業
 

,
’ァ

.

の
騰
貴
率
は
四
百 

:
 

1

五 

C

 

五

六

七.

)



倍
に
近
い
が
、
第
三
次
産
業
の
平
均
所
得
の
滕
貴
率
は
，一
七
〇
倍
強
に
す
ぎ
な 

い
。
し
か
し
第
三
次
産
業
の
内
部
で
は
卸
小
売
業
、
金
融
業
の
名
目
所
得
の
騰 

貴
率
は
相
当
に
高
い
も
の
が
あ
り
、
運
輸
通
信
業
の
名
目
所
得
の
騰
貴
率
が
一 

〇
〇
倍
程
度
で
あ
る
た
め
第
三
次
産
業
の
平
均
騰
貴
率
が
低
く
な
つ

た

も

の

と

 

考
え
ら
れ
る
。
 

,

こ
の
よ
う
に
1

に
お
い
て
勤
労
所
得
の
相
対
的
割
合
は
若
干
増
加
し
た
が 

国
際
的
に
見
れ
ば
未
だ
に
高
い
と
は
い
え
な
い
。
第

九

表(
一

五
頁)

を
見
令 

.
と
ア
メ
リ
ヵ
の
工
業
で
は
第
一
次
大
1
則
に
お
い
て
さ
え
六
〇
％
前
後
を
，示
し 

て
い
る
し
、
オー

ス
：ト

ラ
リ
ヤ

で
.も
五
〇
％
を
越
え
て
い
る
。
わ

が

.1
の
製
造 

H

業
で
は
昭
和
五
年
四一

•
八
％
ヽ
汁
年
三
. 一
.
五
％
で
あ
り
、翟
の
数
字
は 

第
十
表
に
示
す
よ
う
に
四
〇
1
刖
後
を
動
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
分
配
率 

は
労
働
の
生
産
性
と
無
関
係
に
定
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
を
規
定 

す
る
も
の
は
単
な
る
労
働
者一

人
当
り
め
平
均
生
産
力
で
は
な
く
て
、
労
働
の 

増
加
に
対
す
る
生
産
の
偏
弾
力
性
—

ダ̂
グ
ラ
ス
函
数
の
た
の
値
で
あ
る
。
市 

場
に
お
い
て
完
全
競
#
の
条
件
が
支
配
的
な
ら
ば
、
労
働
の
限
界
生
産
力
と
実 

質
賃
金
は

--
*■致
す
る
か
ら
た
の
値
と
労
働
所
得
の
相
対
的
割
合
.は
一
致
す
る
。

,
 

し
か
し
現
実
に
は
完
全
競
争
が
存
在
し
た
事
実
は
'殆
ん
ど
な
い
.
か
ら
、
実
質
賃 

金
.は
労
働
の
限
界
生
産
力
よ
り
も
低
い
水
準
に
抑
え
ら
れ
、3.

は
f
cよ
^v

も
低 

く
な
る
。
し
か
も
不
完
全
競
争
の
程
度
は
一
定
で
は
な
い
か
ら
.、
た
と

W
の
比 

も
亦
変
動
し
、
両
者
の
相
関
は
低
く
な
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
第
十
表
に
見
ら 

れ
る
よ
う
に
緩
漫
な
関
係
は
あ
る
。
そ
こ
で
勤
労
所
得
の
相
^
的
割
ム
ロ
が
増
加 

す
る
に
.は
、
B
独
占
度
が
減
少
す
る
か
、
^

f
cの
値
が
増
加
す
る
か
、の

.：

い
ず 

日
本
産
業
構
造
の
問
題
点

れ
か
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

と
こ
ろ
が
、
：
た
の
値
は
労
働
に
関
す
る

収
撥
遞
減 

の
度
合
に
依
存
し
、
遞
減
の
度
合
が
激
し
い
ほ
ど
た

の
値
は
小
さ
く
な
る
。
資 

本
の
蓄
積
が
進
ん
.だ
社
会
で
は
労
働
人
員
だ
け
を
わ
ず
か
に
増
し
て
も
生
産
の 

增

加

す

る

_

合

财

そ

れ

ほ

ど

麗

し

な

い

か

ら

た

の
値
は
比
較
的
犬
，̂
い
。

こ 

れ
に
.反
し

て
資
本
蓄
積
.の
度
合
が
低
い
社
会
で
は
雇
用
量
を
僅
か
に
増
し
て
も 

稀
少
し
て
い
る
資
本
の
争
奪
.を
惹
起
し
収
獲
の
遁
減
度
は
激
し
く
な
る
。

こ
の 

意
味
で
W
の
値
を
高
め
る
第f

の
条
件
は
資
本
蓄
積
だ
と
い
え
る
。

..
:

■:

五
'

,

:

戦
後
の
問
題
と
し
て
注
目
す
べ
き
事
は
賃
金
格
差
と
有
業
率
の
推
移
で
あ 

る
。戦
後
に
お
い
て
生
活
水
準
が
著
し
く
下
落
し
た
と
き
に
も
、
そ
の
対
«

則
下 

落
率
は
第
十
一
表
に
示
す
よ
ぅ
5
.様
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
昭
和
二
三 

..

年
に
は
男
，子
の
,

賃
金
は
戦
前
の
六
〇
％
程
度
で
あ
っ
た
が
女
子
の
®

賃 

金
は
»
則
に
比
し
て
そ
れ
ほ
ど
下
ら
な
か
つ
た
。
こ
れ
と
共
に
男
子
労
働
者
の 

賃
金
格
差
は
著
し
く
縮
小
し
た
が
、
女
子
労
働
者
の
賃
金
格
差
は
そ
れ
ほ
ど
.で 

は
な
か
つ
た
。
男
チ
、
女
子
の
生
産
性
を
そ
れ
ぞ
れ
別
«.
に
計
員
す
る
に
は
多 

。
く
の
問
題
が
，.あ
る
が
、
.
.こ
れ
を
産
業
別

.^
見
.る
と
、
紐
績
業
で
は
規
摸
別
に
見
.
 

た
労
働
者
：一
人
当
り
の
生
産
性
格
差
：は
昭
和
.ニ
四
年
：に
昭
和
一
一
一.年
と
比
べ
て 

著

1
い
差
が
認
め
ら
れ
ず
、
な
お
相
当
の
開
き
が
あ
る
0 :

こ
れ
に
反
し
機
械
工 

業
の
規
模
別
生
産
性
は
戦
前
に
比
'パ
%:
著
し
く
縮
小
し
て
い
る
。
女
子
労
働
者 

を
多
く
雇
用
しV

い
嘉
業
と
そ
の
割
合
が
比
較
黎
な
い

.機
械H

業
の
間 

に
こ
の
よ
ぅ
だ
対
照
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
前
述
の
賃
金
格
差
に
反
映
さ
れ
て

一

七

(

五
.六
九)

'製
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業
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具
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似

品
 

出
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石
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製

品
ゴ

ム
.

製
品

皮
革
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同

製
品

土
石

•
ガ

ラ
ス

第
一

'次
金

屈
. 

金
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製
品
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製
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第十二表収 7、階辑別世帶人員と家族収入（戦前戦後比較）
• * r

‘ （大正15年- 昭和2 年）

I I ffl ¥ . . Y

一世带平均世帯人員
入

3.82 4.00 4.11 4.37 4.69

樊 舣 X 総 演
HI

67.89 90.14. 104.62 126.78 178.59

l i t 带 主 本 業 収 入 的 59.27 77.17 87.37 103.43 134.55

そら他の世带；t t収入，(B) 3.68 4.78 6.29 7.84 14.33
B

6 . 2 6.2 ? 7.2 7.6 10.7
A

( 昭和3 0 年）

I I I  ' W V

— 世帯平珣世帯人員
人

4.04 4.42 4.71 5.03 5.39

荚 取 入 総 領
W

10,566 18,246 23.681 30,997 51.588

世 帯 主 本 業 収 入 (A) 8,827 .15,850 20,331 25,747 40,067

その他の世帯員収入 (B) 667 1,094 1,708 3,145 7.538
B
A

7.6
人

1.28

6.9 8.4 12.2 18.8

、有 業 人 員
1

1,30 1,37 1.49： 1.76

実 舣 入 緣 額 29,211 21,432 24,932 27,133 29,733 34,049 34,818 37,863

世帯主本業収入㈧ 24,069 18,591 21,420 23,286 25,178 27,337 26,449 25,625

世 帯 員 収 入 (B) 3,019 928 1,609 1,827 2,473 4,384 5,966 9,544
(B)
(A)

12.5 5.0 7.5 7.8 9.8 16.0 22.6 37.2

世帯人員別にみた家族驭人の割合
(大正15羊〜昭和2 年）

..’人. . . '  ノ : ン 平均 2 人 .3 A 4 人 5 A 6 人 ' 7 J A 8 人以上

• す . . . ：

実 舣 入 m m
PJ

118.62 102.56 106.08 110.95 118.79 123.61 128.71 160.00

世帯主本業収入(A) 92.36 84.59 88.39 91.16 95.29 99.35 98.70 115.90

世 猜 員 取 入 (B) 7.38 7.09 5.34 6.00 8.38 9.00 13.30 19.57
(B)
(A)

8.0 8.4 6.0 6.6 8.8 9.1 13.5 16.9

( 昭和3 0 年)

日
本
康
業
櫛造

：.

の
間
題
点
.

九
' X

五
七
.一：)

，

〇実質賃金（税込)

生針費指数 平 掏 女

統 f f i *局.. 65.70 60.67 91.06

丰 均 男 1 女 : : ' : ..

昭 和 9 年 

10

9 〜 11平均A

R
1.89 
1.88
1.90

■ ■■

W
2.48
2.43 
2.4泛
2.44

H
0.73
0.73
0.74
0.73

■ ■ ■ :--- ; 一--- ^
r — ----- -------- -―--------

23 B 195.93
； ■ ■ 

238.58 104.87

f 倍
103.67 95.73 143.68

• .

.い
る
と
見
る
-'
と
.が
.で
き
よ
ぅ
。
又
、
第
十
ニ
義
に
見
ち
れ
る
よ
ぅ
に
終
戦
直
.

C

都
市)

で
は
高
額
所
得
層
の
方
が
反
つ
て
世
帯
員
が
働
き
に
出
る
も
の
が
多

.後

；に
は
太
1

ほ

ど
^

^

滕

貴

が

取

し

く

実

質

賃

金

が

下

落

し

、
'
地

域

間

の

生

：

く
、
戦
後
に
は
世
帯
人
員
^
収
入
割
合
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は

平

'

.

:
 

W賽
賃
金
は
昭
和
ニ
七
年
に
ほ
.ぼ
戦
前
水
準
に
回
復
し
た
が
、
給

料
生
活
者
等
の
学
歴
の
高
い
入
々
の

賽

賃

金

：が
未
だ
に
相
対
的
に

低
が
た
め
、
：
-れ
等
の
人
々
■の
家
族
が
高
生
活
水
準
を
享
楽
ず
る
た

め
働
き
.に
出
て
い
る
面
も
あ
る
で
あ
ろ
.ぅ
。
.し
か
し
，
敗
戦
に
よ
つ

て
日
取
人
の
生
活
は
デ
モ
ン
•
ス
ト
レ
ー
；>
3

ン
•
エ
フ
工
ク
卜
の

た
；め
、
か
な
り
西
欧
的
に
.な
り
、：

耐
久
財
の
保
有
が
増
し
、
家
屋
も 

_
ブ
ロ
.ッ
ク
建
築
に
.な
り
、.
電
力
の
消
費
が
増
す
等
の
嗜
好
の
変
化
が 

起
り
、
加
ぅ
る
に
家
i

度
の
.崩
壊
等
が
あ
.つ
て
、
比
較
的
富
裕
な 

階
級
は
高
い
生
活
を
享
受
す
る
た
め
家
族
が
働
き
に
出
て
い
る
も
.の

' 

»

、
f
 こ

、
し 

i 

i

名

そめ倍牢

第十一表工場念務者一日绉I 
賃金及び樊質賛余

O  9 〜11年平均及び23年名目賃金、

ける垒都市生言!•費横数_
nい た 場 合 ..ハ .
饊 ” ，47讲 

62.70

#  V

51.29 22.39
21.02 30,67
44.09 64,32
38.52 48.92

和 21.8〜2 2 ,7 に於

:京生計費指数とを月 

:統計局作成、全都市キ 
司令部作成東京指病

平均 ’
H * 

12.82 
52.66 
17.53 
56.14

用
'指
数

，.眧
東' 

• 

- .

. 

0

A

B

活
水
準
の
変
化
も
不
均
齊
で
あ
？
た
。
こ
の
傾
向
は
生
産
水
準
の
回
復
と
と
.も 

に
徐
々
に
変
化
を
示
し
、
賃
金
格
差
は
次
第
に
拡
大
し
.て
き
た
。
第

四

図(
ニ ： 

'〇
頁)

は
鉱
業
に
お
け
る
男
チ
^

_
者
.の
賃
金
殳
^
で
あ
る
が
、
昭
5

一
れ
年 

に
お
け
る
不
平
等
度
は
昭
和
ニ
年
や
陪
和
八
年
の
数
宇
と
比
.較
し
て
さ
え
、.
多

‘
 

少
大
き
く
な
つ
て
き
て
い
る
.。

そ
れ
で
は
1
刖
戦
後
の
生
活
内
容
は
ど
の
ょ
ぅ
に
変
化
し
た
が
、
第
十
ー1

表 

^
石
琦
唯
男
氏
の
計
算
亿
ょ
る
も
め
で
あ
る
が
.V

鞀
和
三
〇
年
め
家
針
調
査

4
 

5
 

4
 

^
 

I
V 

と 

3
, 

ru v > 

' 

-

こ 
J 

' 

* 
ょ-
ニ
-
:
:
.

_
.
:rA
LB
.と
思
わ
れ
る
。
昭
和
三
〇
年
に
お
け
る
総
人
口
は
八
九
一
一
万
人
、
 

|

率
十
四
歳
以
上
人
ロ
は
六
〇
九
ー
ー
万
人
、
--
労
働
カ
人
ロ
.は
四一

八
〇
万 

部

倍

類

人

で

、
総
人
口
に
対
す
る
労
働
力
率
は
因
八
％
、
生
産
年
齢
人
口
に 

.
対
す
る
労
働
力
率
は
六
八
•
五
％
で
あ
る
。
昭
和
五
年
の
総
人
口
に

*
, 

* 

r

L
 

, 

*

V

V

 

7

I
-ン
< 
户
シ̂

i j 

一
 

Sこ 
i
 

: 

ノ
 

j

対
す
る
有
業
率
は
S

ハ
％
、
坐
産
年
齢
入
ロ
に
效
す
る
有
業
率
は
ん
八•

〇
％ 

で
あ
る
か
ら
、
国
民
嚴
廉
金
体
と
し
て
.見
れ
ば
有
業
率
は
低
下
し
て
お
り
、

高 

所
得
層
の
有
業
率
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
戦
後
の
特
徴
と
い
え
る
で
あ
ろ
ぅ
。

こ
の
状
態
は
労
働
省
が
昭
和
三
〇
年
に
実
施
し
た
臨
時
家
計
調
査
に
ょ
っ
て 

も
ぅ
か
が
え
る
。
第
十
三
表
s

o
頁)

は
三
〇
年
一
月
に
失
業
し
た
世
帯
の
就 

業
情
況
，を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
六
力
月
の
間
に
失
業
が
急
速
に
減
少
し
、再 

:

就
織
し
て
い
っ
た
事
情
は
明
臃
に
現
如
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
世
帯
主



第十主表世帯主の就業状態別世帯数の推移（昭和肋年2 月イ月）

(注） 世帯主の就業状態は月々の就業状態により区分した0

就 業 . 状 態
昭和30年 
2 月

3 月 4 n 5 月 6 月 | 7 月

実 数 

綠  数 . . .失 業 
完 全 失 業  
内 職  

就  業 
不完全就業 
完 全 就 業  

非 労 働 力  
(記入不備）

910 
725 
667 . 

58 
168 

18 
154 

18 
(38)

834
634
587

47
189

15
174
11

(10)

809 
524 
474 

50 
274 

14 
260 
11 

( 6) 、

827
360
299

61
445

81
364
22

818 
248 
185 

63 
549 
129 
420 
21 

( 7)

816 
195 
156 

39 
599 
132 
467 
22 

( 2 )

比 率 
総  数 

失 達 
完 佥 失 業  
. 内 職

就  擎 
不完全就業 
完 垒 就 業  

非 労 働 力

100.0
79.7
73.3

6.4
18.3

1.4 
16.9
2.0

100.0
76.0
70.4

5.6
22.7
1.8

20.9
1.3

100.0
64.8 
58.6
6.2

33.8 
1.7

82.1
1.4

100.0
43.5
36.1

7.4
53.8

9.8
44.0

2.7

100.0
30.3 
22.6

7.7
67.1
15.8
51.3 
2.6

100.0
23.9
19.1 

4.8
73.4
16.2 
57.2

2,7

.の
就
業
状
態
に
関
す
る
も
の
で
、
世
帯
員
の
就
業
状
態
と
は
区
別
し
て
考
え
る 

必
要
が
あ
る
。
.と
こ
ろ
が

五
月

現
在
に
お
け
る
世
帯
主
の
失
業
世
帯
の
収
入
は 

T
均
一
万
八
千
円
を
越
え
、
そ
の
中
、
八
千
円
が
勤
労
収
入
、
五
千
四
百
円
が
失 

業
保
険
金
で
あ
る
。
又
、
世
帯
主
は
失
業
し
て
い
る
が
世
帯
員
が
働
い
て
い
る

家
計
の
収i<

は
ニ
万
一
孝
害
円
で
あ
る
。
こ
れ
に

対

し

證

議

世

帯

の

実 

叹
入
総
額
は
一
万
九
千
円
、
そ
の
中
世
輋
勤
め
先
収

S

九
千
円
で
勸
労
収 

入
以
外
の
実
収
入
五
千
一
一
百
円
：と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
見
る

と
完
全
失
業
-ti
t 

帯
で
比
.帯
員
が
働
い
て
い
る
世
帯
の
方
が
完
全
就
業
世
帯
よ
り
も
収

入
が
多
い

:
'ニ
0 

.

(

五
七
■ニ)

こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
生
活
水
準
の
間
題
は
世
帯
主
の
就
業
状
態
だ
け
で
定
め 

ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
収
入
水
準
の
高
い
世
帯
主
の
方
が
自
発
的 

失
業
と
い
っ
た
色
彩
を
強
く
#1

ち
出
し

て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
も
高
所
得
層
は 

就
業
に
対
し
て
あ
る
程
度
の
選
択
を
行
う
余
地
が
あ
る
I
対
し
、
低
所
得
層
に 

は
そ
の
余
裕
が
な
く
、
惡
条
件
で
も
就
職
し
よ
う
と
す
る
。
こ
こ
に
.潜
在
失
業
の 

問
題
が
あ
り
、労
働
の
質
の
差
が
そ
©
根
底
に
横
た
わ
っ
て
い
重
い
え
よ
う
。

六

こ
こ
で
戦
後
に
お
け
る
日
本
経
済
復
興
の
跡
を
迎
っ
‘て
見
よ
う
。
玫
戦
に
よ 

っ
て
日
本
^
済
の
，工
業
水
準
は
昭
和

一一一
年
に
は
明
治
末
期
の
水
準
に
ま
で
下 

落
し
麗
生
活
水
準
の
維
持
さ
え
困
難
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
た
め
备
融
緊
急
措 

藺
令
や
財
産
税
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
レ
抑
制
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
一
方
に
お
い
て 

傾
斜
生
産
方
式
に
よ
る
拡
張
再
生
産
へ
の
努
力
が
払
わ
れ
た
ノ
こ
の
効5k -

が
一 

疮
現
わ
れ
始
め
た
昭
和
ニ
三
年
春
に
綜
合
的
な
第
一
次
復
興
五
力
年
計
画
が
立 

案
さ
れ
た
が
、
一
一
四
年
春
の
ド
ッ
ジ
ラ
イ
ン
の
実
施
に
よ
り
更
に
改
訂
が
加
え 

ら
れ
、
第
一
一
次
復
興
五
力
年
計
画
が
立
案
さ
れ
た
0
こ
の
案
の
.肾
子
は
、.

「

敗
戦 

に
よ
っ
て
旧
版
図
の
二
三
を
失
っ
た
国
土
に
、
引
揚
者
及
び
急
激
な
自
然
増 

加
を
加
え
、
今
俄
更
に
八
百
万
人
の
増
加
を
見
込
ん
で
五
年
後
に
は
明
治
初
年 

の
三
倍
に
迫
ら
ん
と
し
て
い
る
が
、
わ
が
国
の
場
合
、
人
口
増
加
は
そ
の
ま
ま 

生
活
水
準
へ
の
圧
迫
、
失
業
调
題
の
困
難
性
の
加
重
を
意
味
し
て
い
る
。

一
方
.
.
 

こ
の
人
口
を
扶
養
す
べ
き
生
産
力
は
、
戦
争
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
貿
易
の 

不
振
に
も
と
づ
く
原
材
料
の
不
足
等
に
よ
ら
て
、
昭
和
五
I
九
年
に
比
し
て
、

.日
本
鹿
業
構
造
の
問
題
点
.
■

農
業
九
割
、鈹
工
業
約
七
割
の
水
準
に
止
ま
り
、
こ
れ
を
急
速
に
増
大
す
る
た
め 

の
資
本
蓄
積
.の
要
請
も
、
当
面
の
経
済
安
定
、
ィ
ン
フ
レ
の
収
束
の
至
上
命
令 

に
も
と
づ
く
資
本
支
出
の
削
減
に
ょ
っ
て
深
刻
な
行
き
悩
み
.を
見
せ
て
い
る
の 

で
.あ
る
.。」

と
'現
状
に
.つ
：.い
て
説
明
.し
た
後
、
昭
和
二
八
年
に
お
い
て「

合
理 

的
な
経
済
循
環
の
可
能
な
自
立
経
済」

を
達
成
す
る
た
め
の
基
本
方
針
と
し
て 

次
の
諸
点
を
明
ら
か
に
し
.た
の
で
あ
る
。

-,
B
産
業
構
成
の
あ
り
方——

土
地
の
狭
小
ノ
や
資
源
の
貧
困
か
ら
わ
が
国
办
経 

済
は
本
質
的
に
対
外
依
存
度
が
高
か
ら
ざ
る
を
得
な
い
上
に
、
国
内
罾
㈣
の
開 

発
に
は
限
界
生
産
費
の
高
縢
と
国
際
競
争
力
の
不
足
等
々
の
点
で
一
定
の
限
界 

が
あ
っ
て
、

it
力
.年
の
中
に
自
給
自
砠
体
制
に
到
達
し
得
る
可
能
性
は
殆
ん
ど 

な
い
。
従
っ
て
国
際
経
済
の
中
へ
積
極
的
に
と
け
こ
ん
だ
形
で
経
済
^
造
を
定 

め
る
必
要
が
あ
り
、
農
林
水
産
業
に
.は
土
地
そ
の
他
の
生
産
条
件
の
制
約
が
強 

:

く
存
在
す
る
上
に
、
そ
の
近
代
的
発
展
の
た
め
の
条
件
で
.あ
る
基
礎
的
生
産
財 

の
確
保
や
、
農
漁
村
の
過
剰
人
口
の
減
少
の
た
め
に
は
、
鈹
エ
業
生
産
の
増
大 

が
必
要
で
あ
る
。
わ
が
国
工
業
製
品
の
/王
な
輸
出
市
場
で
あ
る
東
亜
諸
地
域
が 

軽
工
業
に
関
す
る
限
り
、
次
第
に
自
給
体
制
を
整
え
て
'い
る
た
め
、
.翰
出
産
業 

の
構
成
も
繊
維
製
品
偏
重
の
傾
肉
か
ら
、
.次
第
に
^M

、

機
械
、
化
学
工
業
に 

重
点
を
私
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
国
内
自
給
度
を
高
め
る
た
め
に 

も
必
要
で
あ
る
。

㈡
完

全
«
用
と
，労
働
生
産
性
に
関
し
て
は
、
H

力
年
の
中
£

7 0

^
雇
用
を
実 

.現
す
る
こ
と
：は
殆
ん
ど
不
可
能
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
先
ず
国
際
経
済
と
.の
競 

争
を
弟
慮
し
た
生
産
性
の
向
上
に
重
点
を
お
き
、
合
理
化
に
ょ
っ
.て
発
生
す
る

ニ

ー

(

五
七
三)



ど
に
は
伸
び
な
か
9
た
。
'又
、
第
三
次
産
業
で
も
基
礎
産
業
た
る
交
通
業
の
所 

得
が
予
想
ほ
ど
大
き
く
な
ら
ず
、
商
業
が
予
想
以
上
に
伸
び
て
い
る
。
こ
れ
を 

見
る
と
わ
が
国
の
産
業
構
造
は
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
迂
回
生
産
長
期
化
の
線
に
沿 

っ
て
い
ず
、
む
し
ろ
消
費
財
の
ゥH

ィ
ト
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で 

は
将
来
の
発
展
力
に
対
し
て
疑
問
が
起
る
が
、
こ
れ
を
品
目
別
に
.見
.る
と
、
石 

.炭
、
電
力
、
鋼
材
、
セ
メ
シ
ト
等
の
基
礎
物
資
は
予
想
以
上
に
伸
び
、
棉
糸
、
 

人
絹
等
の
繊
哪
避
業
：は
実
績
の
方
が
低
い
。
こ
の
こ
と
は
_
ナ
四
表
の
鉱
業
が 

予
想
を
遙
か
に
越
え
て
い
る
こ
と
に
，反
映
さ
れ
.る
ど
共
に
製
造
X
業
の
内
部
で 

も
そ
の
発
展
率
に
著
し
い
差
が
.あ
る
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。：
又
、
支
出
面
か 

ち
見
る
と
個
人
消
費
茭
出
が
予
想
を
1S'
程
度
上
廻
っ
て
.い
る
の
'に
対
し
、
投 

資
は
.予
想
の
ニ
倍
弱
に
達
し
て
い
：る
。
こ
れ
は
所
得
水
準
が
予
想
よ
り
-%
か
な 

り
高
い
点
に
定
ま
っ
た
た
め
で
も
あ
る
が
、
戦
後
に
お
い
て
西
欧
諸
国
を
は
じ 

め
各
国
が
経
済
復
興
に
努
力
し
、
過
獨
生
遮一
-

沈
滞
と
い
：.っ
た
現
象
が
起 

ら
な
か
っ
た
た
め
、
相
当
に
高
い
利
潤
が
'確
保
さ
れ
、
授
^

!
向

.
を

高

め

た

と
 

考
え
ら
れ
る
。
，そ
し
て
一1

五
年
夏
.に
生
じ
た
朝
鮮
動
乱
が
特
需
の
発
生
を
促
が
.
 

し
、
と
の
㈱
胃
が
宄
ヵ
年
計
画
.に
お
い
ヤ
期
徐
さ
れ
た
民
間
外
資
れ
導
入
と
同
：
 

様
め
効
果
を
及
ぼ
し
た
と
い
え
よ
う
。
.

七

.

'

.

.

.

'
■
■'
-
'

■
:

■

: 

.ゾ 

*

こ
の
よ
う
な
理
由
で
日
本
経
済
に
は
相
当
に
ィ
ン
フ
レ
傾
向
が
出
始
め
た
た
.：
 

め
、
，_
労
所
得
や
個
人
業
主
所
得
が
予
想
以
上
に
伸
ぴ
た
反
面
に
.ぉ
い
て
、
，財

-: 

産
所
得
率
が
計
画
を
下
廻
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ギ
ャ
.ッ
プ
を
生
じ
.

:

日
本
産
業
權
造
の
㈣

題

离

V

た
の
は
計
画
自
体
が
物
量
計
算
に
..よ
る
積
上
げ
方
式
で
あ
.つ
て
■

体
系
を
考 

.
慮
し
て
い
な
い
：た
め
と
い
え
る
。
.

こ
の
予
測
な
い
し
計
画
方
式
は
昭
和
三
〇
年
初
頭
に
立
案
さ
れ
た
自
立
経
济 

五
：力
.年
計
画
に
.お
：い
て
も
変
つ
て
い
な
い
。
同
計
画
の
概
要
ば
、

-
 

H
総
人
口
，はS

称
三
五
年
に
は一

A
年
に
比
し
七
•

七
％
、
労
働
力
人
口
は 

7

〇

>
五
％
増
加
す
る
。.
こ
れ
に
対
し
就
業
者
数
は一

〇

.
七
％ 

(
四
一
七
万 

人)

増
加
し
、
.

三
.

五
年
度
に
比
摩
擦
的
失
業
の
み
が
残
さ
れ
、
完
全
屉
用
の
達 

成
を
見
込
む
.こ
：と
が
で
き
る
。

.

，
.

.

台
民
間
資
本
形
成
は
二
八
年
に
比
べ
て
兰
五
年
に
は
一
六
• 

一一
％

の
伸
び
を 

:

示
し
、
政
府
授
資
の
国
民
総
生
産
.'^
対
す
る
割
合
は
ほ
ぼ
横
這
い
状
態
で
、
.一.
 

•人
当
り
撒
費
水
準
は
一
四
.
.
'九
％
上
昇
す
る
。

'へ
：

I

国
民
所
得
は
四
：
 

一
％
伸
ぴ
て
七
兆
三
九
四
四
億
闬
と
な
る
。(

昭
和
五 

丨
十
五
年
の
成
長
率
は
年
ニ
■.九
％
で
あ
る
。)

_

H
欽
エ
業
生
産
は
三
ニ 

•五
％
増
大
す
石
。
農
林
水
産
業
は
1
〇

ニ 
％
し 

.

か
伸
び
な
い
。

.
- 

- •

'

,

.
㈤輸
出
'は
一
.一
三
億
四
千
万
ド
ル
に
達
し
、.特
需
収
入
は
な
く
な
る
。
輸
入
は 

ニ
ニ
億
九
千
万
ド
ル
と
な
り
、
：
.ド
ル
地
域
か
ら
、：
：ポ
シ
ド
及
び
才
丨
プ
ン
•
ァ 

;

.

.

.
カ
ゥ
ン
.ト
地
域
.へ
の
転
換
，を
考
慮
す
る
0
.

:

:
以
上
の
方
針
の
下
に
第
十
五
表(

次
頁)

の
よ
ぅ
な
目
標
が
作
ち
れ
た
の
で
あ 

る
が
、
こ
.：の
針

画

が

過

少

評

価

；で

あ

ポ

た

こ

と
は
、
計
画
樹
立
後
^
か
、一
力

年
で 

‘
判
明
し
た
。

六
表C

U

五
頁)

：に
よ
れ
ば
昭
和
ー
ー
1〇
年
度
の
実
績
が
計
画
に 

及

ば

な

か

：
つ

た

.
の

は

住

宅

建
築
と
：贸
易
外
収
入
だ
.け
で
、
.生
産
指
数
は
計
画
よ

.
二
三
：(

五
.七
五〕

I I 実 績

石 . . . 炭
千トン

44000 49000 43359

電 力
fl^KWH
37920 43270

(事業用ノベ）
44010

普通銅々材 2300 2700 4874

電 気 銅
千トン

80 94

ソ 一 ダ 灰 158 215 202

苛性ソ一ダ 238 285 276

，セメ 'ノト 4500 4900 7118

硫 . 安 1600 1590 1857

棉 糸
千ポント，

990000 642000 798534

人 絹 210000 148000 142191

ス フ 160000 170000. 206961

第 十 四 表 計 圆 と 実 績 の 対 1 比

(昭和27体の固民所得昭和5ニ9 年価格で)

第 ニ 次 
復興計画 •実. . 績

第 二 次  
復興計画 m  m

生 鹿 国 民 所 得 13943 16732 国 民 総 生 庠

': み ..：

15408 18363

農 林 .業 2198 3479 国 民 所 得 13943 16732

水 産 ■ 業 220 482 間 . 接 税 等 962. 1858

鉱 業 362 642 減 価 償 却 705 949

製 造 エ 業 4323 1 • 3802 統許上の誤差 - 2 0 2 -1 1 7 6

電 気 ガス 440 J 国 民 総 支 出 15408 18363

建 設 工 業 540 713 . 個人消費支出 ' 10565 12616

交 通 業 1705 1325 産 業 投 資 1740 V 3490
商 業 2082 3632 住 宅 肆 築 245 J

そ の 佛 2073 2686 財 政 支 出 3403 3700

国 民 一 人 当 り
PI

161.37 195.3 海 外 鞞 投 資 - 1 8 7 - 1 7 3

分 配 国 民 所 得 1394B 16732 ('う振替支出 - 3 5 7 1270

勤 労 所 得 6187 7894.

個人業主所得 5306 7039

そ の 他 2450 1844

に
対
し
て
は
社
会
政
策
の
宠
実
に
よ
？
て
対
策
を
立
て
る
ご
と
と
す
る
。

■:
..‘
.肖
爵
自
立
を
最
高
目
撢
と
す
る
こ
の
五
ヵ
年
計
画
で
は
、
生
活
永
準
よ
り 

も
M

振
興
、

：

に
重

f

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
：

-

:

,

■;
㈣

資
本
.の
蓄
積
力
.に
限
#

が
あ
る
の
で
、.

産
業
以
外
に
は
産
業
の
近
代 

.

.
化

を

大

き

く

促

進

す

る

余

裕

が

；
な

い

.。

■

こ

の

た

め

に

は

民

間

外

資

の

導

入

が

望
 

，
ま

し

い0

か

く

：し

て

、

最

終

年

度

た

る

昭

和

二

八

年

度

に

お

い

て

.
一

人

当

り

実
 

質
所
得
を
昭
和
五
丨
九
年
の
九
七
：.
七
%

に
回
復
す
る
こ
：と
を
目
標
に
第
十
四 

表
の
如
含
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
当
初
に
お
い
て
は
悲
観
的
見
通
し
が
強
く
、 

こ
れ
は
ー
つ
の
努
カ
目
標
だ
と
さ
れ
た
。
:

'

.

.然
る
.に
、
.
実
際
に
年
月
が
経
過
し
て
見
る
.と

第

十

四

表

.
に

示

す

よ

ぅ

に

国

民

■

績

59
S
1Q
74
94
02
76
18
57
34
91
61

所
得〗

実
績
は
計 

;

.
 

'
43
3

I
44
0

48
. 

2
 

2
71
18
85
42
1

06
9

画
を
上
廻
る
も
の

o
 

o
 

o
 

0
 

5
 

5
 

.
0
.
0
,
0 

o
 

o
 

し

こ
れ
を
産
業 

■ 

I

49
0

1

27
0

8

 

2

2
49
'1
5

42
0

48
0

70
0

別 
S

 る
と
そ

の
.

-

.
'
.

I

 

ギ
ャ
ッ
プ
は
必
ら 

'

..

.

i

i

:
oo
KW
20
oo
-T
-

b65
58
38
00
oo
p

oo
00
00

ず
し
も
一
様
で
は 

I

44
0

1

37
9

23
:

'1
2

45
16

千 |

21
0

0

16
0

0

な
く
第
一
次
産
業

I

-

-

-

-

—

- 

- 

- 

I

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

の
所
得
が
計
画
以

炭

力

f

銅灰安糸絹フ上に伸びたのに

'

臟気

1

^
 

メ
. 

• 

封
し
、
製
造
工
業 

石電普電ソ箭セ硫棉人ス

.

3
所

日

守

は

予

想

-
よ

ニ
--
一.
，(

五
'七
四)



本
産 .
業
構
造
の

間
題
点

総 人 ロ  

労 働 力 人 口

就 業 者 . . 数

完 . 全 . 失 業 者 数

国 民 総 生 産

分 配 国 民 所 得

民 間 資 本 形 成

個 人 消 費 支 出  
消 費 水 準 •

(都市農村総合） 
鉱 工 業 生 産 水 準

農 林 水 産 水 準

_卸. 売 物 ：.価

0  • P  • I

住 宅 建 設  

国 際 収 . 支

受  取
' 輸 出

• 質 易 外  

f一般貿易外 

需 

出

入

支

輸

外ス.易

ン

質

ラ

V

万 人

億 P3

昭28年度 =  100 
昭 9 〜11年 =  100 

昭25〜27年 = 1 0 0  
昭27年度 =  100 
昭26年度 =  100 

千 戸

百 万 ド ル  

〃

〃

//
"

- 〃

+ 0.1 
+  3.3 
+  3.1 
+  14.3 
+ 6.2 
-f 6.8 

+  3.7 * 
+  4.7 
+  3.8 
+  13.2 
+ 13 .3  
+ 1.6 
+ 0.6 
— 4.3

+ 23 .2  
十 27.0 
+  14.1

8,937 8,930

4,118 4,254

4,055 4,182
63 72

75,590 ※  80,300
63,230 浓 67,510
12,490 ^  12,950
47,690 ※  49,940

103.2 资 107.1
165.8 187.3
109.0 123.5

96.5 98.0

115.7 110.5
420 402

( 注） 力ッコ内数字はドルおよぴポソドユ ー ザ ン ス な ど ら よる支払、:繰越の増加 

がなかった場合を想定したときの計数である。※ は見込み。

卜！

第十六表

経 済 耍 因

五力年計圆との対比表

位 計画 (30.4.19)
昭和30年度
樊 辕 ' %

5

8

)
)
)
)

 

o.
5.
.7
.B
.5
0 

2 

3 9 5 5

1

十
十
+ 

+

3
 

8
 

8
 

0

)

9

)

0
 

T 
yy 
4 

>7
^
 

7
 

o
 

7
 

3
 

9
 

4
 

8
 

5
 

0
 

7

 

8
 

0
 

7
 

2
 

5

3

3

1

0

6

4

4

4

 

2
, 

2

,

,5
2
 

0

,

1

’;3 

2 

2 

C
 

.
 

(

C

1 2

Q

5 2
2
 

o
 
)

9
 )

o
 9

s

y
 

3

 

2

2
|5
)8
56
c2
r9
7
 

o
 

8
 

9
 

c
o

 

5 

,3
6
 

6
 

2
 

4
 

0
 

2
 

1

8
 

3
 

2

 

2 

I
V 

8
k
9
i 

(

2 

1 

c
 

c

を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

1

九
四
七
年
に
レ
オ
ン
チH

フ
体
系
を
応 

用
し
1
立
案
さ
れ
た
ア
メ
リ
ヵ
労
働
省
の 

プ
ロ
ジH

ク
シ
ョ
ン
が
過
少
評
価
に
龉
し 

.

.
た
事
実
は
こ
の
間
の
事
情
を
雄
弁
に
物
語 

る
も
.の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
レ
オ
ン
チ
ェ 

フ
体
系
は
ア
グ
レ
ゲ
ー
ト
さ
れ
た
睦
業
構 

造
を
扱
う
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
個
々
の
技 

術
係
数
の
変
化
以
外
に
相
対
価
格
の
変
化 

が
介
入
し
て
く
る
。
仮
に
生
産
函
数
が
線 

型
'で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
極
の
方
法
は 

〃
き
わ
め
て
狭
い
範
囲
の
.セ
.ク
タ
I
内
の
'、ハ 

ラ
シ
ス
を
取
扱
う
以
上
の
効
果
は
な
い
。

.
わ
れ
.わ
れ
は
将
来
の
予
測
に
つ
い
て
正 

確
な
予
測
を
す
る
に
は
消
費
及
び
投
資
函 

数
を
！！

1^3

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は 

ア
レ
ン
.

*

ボ
ー
■レ
ー
式
又
は
ケ
ィ
ン
ズ
の
.
. 

方

式(

現
在
企
画
痄
が
実
施
し
て
い
る
方 

式)

.
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
ク
ラ
ィ
ン
が 

.
.
.
K

 

メ
リ
力
の
資
料
に
つ
い
て
行
っ
た
よ
う 

_
に
費
目
別
の
実
質
消
費
を
実
質
所
得
と
相 

.
対
■

の
函
数
と
お
い
て
予
測
す
る
方
法 

ニ

五

(

五
七
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第 十 五 表 経 済 自 立 5 力年計画の主要経済指標

項  目 単 位 m 2 9 年度 昭 3 5 年 度 |増 加 率

総 人  ロ 千 人 88,350 98,230 105.5

労 働 力 率 % 67.8 67.8 . . . . * * *

労 働 力 人 ロ 午 、 人 40,460 45,310 112.0

就 業 考 数 〃 39,820 44,860 112.7

完 垒 央 業 者 数 // 640 450 V0.3

国 ‘民 総 生 産 億 円 72,410 96,730 138.6

国 民 所 得 〃 60,340 80,880 134.0

民 間 資 本 形 成 ii 11,100 17,410 156.8

政 府 購 入 〃.. 13,850 18,960, 136.9

経 常 _海 外 余 乘 J n 1,310 220 16.8

個 人 消 費 支 出 it 46,150 60,140 130.3

一人当り消費支出 29年度= 100 100 124.5 ,

鉱 工 業 生 産 水 準 9〜11年.与100’ 166.9 256.5 153.7

農杯水産生 産水準 25 〜27 年 = 1 0 0 105.2 126.8 120.5

国 際 収 亥

.受 _ 取 _ 百 万 ド ル 2,366 2,964 125.3

輸 出 1,602 2,660 166.0

質 易 外 n . 764 304 39.8

•一 般 質 易 外 ii 175 304 173.8

•# 需 " . . . 589 . . .— —~ ■

支 払 " 2,022 2,964 146.6

輪 入 . . 1,692 2,590 153.1

貿 易 外 n 331 374 113.0

バ ラ . . . . ン ス // 344 0 ---
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り
も
一
三
％
を
上
廻
る
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は 

■.資

本

係

数

の

過

大

評

価

一

^

長

率

の

過

小

評

価

に 

よ
る
も
の
で
あ
り
、
昭
和
五
丨
十
五
年
の
成
長
率
を 

■参
考
に
し
た
と
い
.っ
て
も
、
.
こ
の
期
間
の
前
半
は
不 

..況
期
で
あ
る
か
ら
こ
の
成
長
率
を
も
っ
て
将
来
を
椎 

す

こ

：上

は

多

分
.の
危
^
^1.

を

孕

ん

.で

い

る

こ

と

に

な 

る

。

昭

和

三

〇

年

度

が

非

常

に

高

い

^

®

^

を

示

し 

た
一
つ
の
原
卧
は
世
界
的
好
況
に
よ
っ
て
貿
易
収
支 

が
好
調
を
示
し
た
た
め
：で
あ
る
が
、
こ
の
^

は 

三
一
年
度
に
も
続
き
三
〇
年
度
の
好
調
が
決
し
て
偶 

然
の
結
果
で
•は
な
い
こ
と
を
㈱

M
っ
て
い
る
。
こ
こ 

に
至
づ
て
企
画
げ
.%
^
に

五

ヵ

年

計

画

の

修

正

.に

向 

わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の 

は
い
わ
ゆ
る
：コ
ル
ム
力
^
に
よ
っ
.て
個
々
の
生
産
物 

の
生
産
の
伸
び
に
.つ
い
て
過
去
：の
傾
向
線
か
ら
推
測 

す
る
こ
と
は
大
し
た
意
味
が
.な
い
.と
い
え
る
。
し
か 

し
レ

オ

ンチ
ヱ
フ
体
系
を
^

嵌
め
れ
ば
よ
い
と
考
え 

る
こ
と
も
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
,0
と
い
ぅ
の
は
日
本 

経
済
の
発
展
が
新
技
術
の
導
入
に
よ
っ
て
®
双
さ
れ 

.:

て
き
た
過
去
の
歴
史
.を
考
え
れ
ば
、
技
術
係
数
一
定 

.
と
お
く
仮
定
自
体
成
長
現
象
と
は
矛
盾
し
、
資
本
蓄 

_

積
に
よ
る
f

体
系
、従
っ
て
有
効
需
要
の
構
造
変
動



が
考
え
ら
れ
る
し
、
こ
れ̂

応
じ
て
資
本
係
数
か
ら
必
要
投
資
額
を
推
計
す
れ
'
:
 

ば
、
合
理
的
な
計
画
樹
立
.の
：基
礎
を
与
え
る
と
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
ぅ
。

：

-

 

馨
十
年
わ
が
国
の
與
働
生
喔
性
は
遂
に
戦
前
水
準
を
突
破
し
た
。
そ
れ
と
-: 

共
に
実
震
金
も
向
上
し
た
が
、
昭
和
ー
.ー
七
年
：を

境

と

し

て

1
刖
基
準
に
お
げ
.
：
'

 

る
製
造
工
業
の
労
働
生
産
性
は
i

賃
金
を
上
廻
り
そ
れ
奴
後
は
雇
用
の
増
大
：
ゾ
 

が
現
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
終
戦
直
後
に
は
工
業
生
産
水
準
の
低
下
か
ら
過
剰
.

腐
用——

潜
在
失
業
の
現
象
が
顕
著
に
現
わ
れ
て
.い
た
の
が
、
生
産
性
向
上
と 

共
に
I

賃
益
の
充
実
と
い
ッ
た
形
で
解
消
し
て
行
き
、
一
一
七
年
以
後
は
積
極
.
 

的
に
腐
用
の
増
大
と
な
：っ
て
現
わ
れ
た
の
で
.あ
る
。
こ
の
工
業
生
産
の
向
上
と 

共
に
国
民
の
生
活
水
準
も
向
上
し
て
い
っ
た
。
4-
総
理
ぬ
^

員̂
の
§
_

^

者
家
計
調
査
に
よ
れ
ば
、
昭
和
ニ
.五
年
十
月
に
は
平
均
世
帯
は
赤
字
家
計
で
あ 

り
、
月
収」

万
六
千
.円
以
上
の
家
計
に
お
い
て
よ
ぅ
や
く
黒
宇
に
な

っ
.て
い
 

た
。
そ
れ
が
昭
和
ニ
九
年
五
月
に
は
平
均
世
帯
が
〇

.
三
％
の
黑
宇
と
な
り
、
 

醫
別
に
は
月
収
ニ
万
円
の
所
得
者
で
黒
字
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
に
生
計 

費
指
数
は
約
四
割
滕
貴
し
て
い
る
か
ら
、
ニ
九
年
の
ニ
万
円
は1

一
五
•年

の

：
一

万.
.
 

四
千
円
強
に
当
り
、
こ
.の
四
年
間
に
収
支
均
衡
点
は
明
ら
か
に
.下
落
し
て
い 

る
。
又
：、
三
一
年
五
月
に
は1

万
六
干
円
の
階
級
で
は
収
支
は
黒
字
に
な
ら
て 

い
る
。
ニ
九
年
と
三一

年
で
は
生
計
費
指
数
は
ほ
ぼ
不
変
と
見
て
よ
い
か
ら
、

ニ
五
年
物
価
に
換
算
し
て一

万
一
千
四
百
円
の
と
こ
ろ
に
収
支
均
衡
点
が
下
っ
: 

た
わ
け
で
あ
り
、
又
、
第
一一

生
活
費
率
は
ニ
五
丄
ー
九
年
の
間
に
平
均
家
計
に
，
 

お
い
て
ニ
〇
％
か
ら
ニ
七
％
.に
上
昇
し
た
。
ヒ
の
.事
実
を
見
る
と
.一.一

五

丨

ニ

九..
 

年
の
間
に
は
平
均
家
計
内
容
が
改
善
さ
れ
た
が
、
ニ
九
丨
三
一
年
の
間
に
は
貯

蓄
率
が
高
ま
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

. 

..

:

.

■
 

. 

ノ 

. 

•

八
'

 

.

:

■

.

:•

.こ
の
よ
う
に
.最
近
に
お
：い
て
消
費
性
向
が
下
っ
，て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ 

る
。
し
か
し
企
画
庁
の
一.
部
の
入
々
の
意
見
の
よ
う
に
一
般
的
過
剰
生
産
の
危 

険
が
迫
っ
て
い
る
と
.は
砠
わ
れ
な
い
0
下
降
し
て
い
る
の
は
消
費
性
向
で
あ
っ 

て
、
消
費
水
準
で
は
な
い
。
し
か
も
国
民
所
得
の
伸
び
が
相
当
に
大
き
い
の
で 

あ
る
分
ら
、
有
効
需
要
が
不
足
ず
る
に
は
至
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
成
長 

を
維
持
す
る
に
は
基
礎
産
業
べ
の
投
資
が
必
要
5

こ
の
た
め
に
貯
蓄
率
が
増 

加
し
て
き
た
こ
と
は
悦
ぶ
べ
き
現
象
で
あ
る
。

わ
が
国
の
経
済
は
ぞ
の
本
質
か
ら
い
っ
て
対
外
依
存
度
が
高
く
、
国
内
の
経 

済
発
展
が
外
部
的
要
因
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ 

の
点
ア
メ
リ
ヵ
の
よ
う
に
自
給
度
の
高
い
国
に
比
べ
て
計
画
を
樹
立
す
る
上
に 

大
き
：な
困
難
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
貿
易
収
支
は
純
粋
に
経
済
的
な
要
因
よ 

り
も
む
し
ろ
政
治
的
要
因
に
よ
っ
て
動
が
さ
れ
る
面
が
少
な
く
だ
い
か
ら
で
あ 

る
。
戦
前
の
日
本
経
済
の
発
展
自
体
が
第
：一
次
大
戦
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ 

り
、
世
界
恐
慌
後
の
金
解
禁
に
よ
っ
て
不
況
が
訪
れ
た
。
戦
後
の
発
展
も
朝
鮮 

動
乱
や
西
欧
の
好
況
の
影
響
で
あ
る
。
1こ
の
意
味
で
景
気
殳
1(
|
を
#
入
し
て
い 

る
と
い
っ
て
よ
ぐ
、
.計
画
の
.樹
立
に
も
障
碍
と
な
る
。

し
か
し
そ
れ
だ
£
亡 

又
、
日
本
経
済
の
発
展
力
を
握
る
も
の
は
笛
産
業
だ
と
い
っ
て
よ
く
、

i
 

競
争
：に
耐
え
う
る
た
.め
に
は
労
働
生
産
性
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
換
言
す
れ 

ば
ぁ
る
程
度
ま
で
屉
用
の
増
加
を
犠
牲
に
し
て
も
生
産
性
の
向
上
が
な
け
れ

ば
、
低
い
生
活
水
準
で
の
街
衡
が
成
立
し
、
発
展
の
余
方
が
な
く
な
る
お
そ
れ
.
 

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
危
機
に
陥
ら
な
い
た
め
に
は
生
産
性
の
向
上
が
先
決
間 

題
で
、
某
礎
産
業
及
び
^0

産
業
の
振
興
.に
よ

.
っ

て

原

材

料

の

輸

入

を

確

保

し 

然
る
後
、

一

般
生
産
財—

> 
一
般
消
費
財
4
流
通
部
£
!へ
と
発
展
の
f

を
規
定 

す
べ
き
で
あ
り
、
戦
後
の
生
産
の
伸
び
と
し
て
鉄
や
■
力
が
予
想
以
上
に
#
び 

た
こ
と
は
望
ま
し
い
が
、
，基
礎
産
業
の
一
.つ
で
あ
る
交
通
業
よ
り
も
商
業
の
伸
.
 

び
の
方
が
大
き
い
こ
と
等
は
余
り
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
な
お
こ
の
豸
員 

は
長
期
的
な
見
通
し
の
下
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
.年
々
の
国
際
収
支
：
 

だ
け
を
見
て
•一
 

喜j

遯
す
べ
き
で
は
な
い
。
仮
に
入
超
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
.
 

そ
れ
が
原
材
料
の
輸
入
増
大
に
よ
る
も

.

の
な
ら
ば
、
や
が
て
輸
出
力
を
蓄
え
る 

.こ
と
に
な
れ
ば
必
ら
ず
し
も
憂
う
必
要
は
な
い
。
.し
か
し
i

の
消
費
財
輸
入
.，
 

に
よ
る
も
の
な
ら
ば
大
い
に
瞥
戒
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
：
/

.

'

.

. 

'
わ
が
国
の
失
業
の
一
特
徴
は
労
働
の
質
に
大
差
が
あ
る
た
め
、
.企
業
側
か
ら
：
 

見
て
麻
用
の
対
象
と
な
し
う
る
^
^
な
労
働
カ
は
余
っ
て

い

な

い

.の

に

反

し

て 

失
業
者
が
現
存
す
る
ご
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
労
働
者
の
生
活
程
度
に
差
異
が
あ
，
 

る
た
め
、
.完
全
競
争
が
行
わ
れ
な
い
事
実
に
%■
'
と
づ
べ
も
の
.で
あ
石
。
十
大
紡 

.績
会
社
と
新
々
紡
と
で
は
雇
わ
れ
る
人
々
の
出
身
地
が
異
な
り
、
大
企
業
ど
中 

小
企
業
の
間
に
賃
金
格
差
の
あ
る
事
実
が
解
っ
て
い
て
も
、
大
企
業
に
®
わ
れ 

う
る
だ
げ
の
能
力
が
な
い
の
セ
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
の
理
由
と
し
て
ば
機
械
化
：
 

の
進
行
が
不
完
全
な
た
め
■

で
あ
る
。
ア
メ
り
力
の
よ
う
に
機
械
化
の
進
行
し
た
.
 

国
で
は
誰
で
^
!塞
に
操
作
で
き
る
よ
5
に
な
；？
た
た
め
、
労
#
の
移
_
性
が

高

ま

：り

、

職
ff
l

別
賃
金
格
差
が
縮
小
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
、.と
れ
に
伴
っ

.

.

. 

.

. 

• 

.

.

.

.

.

',

日

本

靡

業

構

造

の

：問

題

点

,

て
、
生
活
程
度
の
差
異
も
漸
次
解
消
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
"
わ
が
'国
の
所
得
分 

布
を
見
る
>
沙
見
三
麗
士
の
推
算
で
は
、
.パ
レ
I
ト
係
数
は
、

明
治
ニ
〇
|

三
一
年
.

一
、
五
四
丨 

一
•
六
六 

.

.

.〃
三
六
I

大
正
：四

年
'

'

.1

•

八
六—

！
 

•

九

四
.

:

大

茈
5

彳
昭
#

1

四
年
べ. 

一
•

六
◦
前
後

と
な
つ
：て
い
る
。
--
'戦
後
は
財
閥
解
体
等
の
影
響
で
ー
.
九
以
上
の
値
を
と
つ
て 

い
る
が
、、
主
と
し
て
発
展
期
に
は
所
得
分
布
が
.不
平
等
化
し
、
そ
の
後
安
定
期 

に
入
る
と
平
等
化
す
る
傾
向
が
一
現
わ
れ
て
.い
る
。
日
本
経
済
の
生
活
水
準
が
地 

域
別
.に
異
な
る
こ
と
が
労
働
市
場
の
不
完
全
麓
争
化
を
惹
起
し
、
こ
れ
が
勤
続 

給
や
年
齢
給
と
い

つ」

た
世
界
に
稀
な
賃
金
^
系
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る 

が
、
.工
業
化
の
進
行
と
共
に
前
近
代
的
な
生
活
様
式
は
漸
次
解
消
し
、
,企
業
規 

模
も
次
第
に
大
規
模
化
さ
れ
て
い
.く
で
あ
ろ
う
。
但
し
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
過
.
 

程
と
し
て
は
生
産
性
.の
高
い
，産
業
や
企
業
へ
の
投
資
を
図
る
べ
き
で
あ
り
、
こ 

.の
こ
と
が
.現
在
に
お
け
る
潜
在
失
業
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
解
消
す
る
最
良
.の
方
策 

で
あ
^
う
。
反
対
に
性
急
に
完
全
雇
用
の
み
を
目
標
と
す
れ
ば
単
な
る
失
業
救 

済

.に
止
ま
り
、
.現
存
せ
る
'矛
盾
の
多V.

を
.そ
の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
に
な
ろ 

う
。：
西
欧
諸
国
中
わ
が
：国
に
最
も
良
く
似
た
事
情
に
あ
つ
た
イ
タ
リ
I

が
、
最 

近
石
油
や
天
然
ガ
ス
、
ゥ
ラ
シ
の
発
見
に
ょ
つ
て
急
速
な
ま
®
を
示
し
if
f
双
西 

欧
型
：に
近
付
いK

い
る
が
、
天
然R

源
の
な
い

わ

が

国

で

は

.生

産

性

向

上

丨

輸 

出
増
加
に
そ
の
緒
ロ
を
見
出
す
方
途
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い 

か
。
.

ン

>

.

.

.
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成
長
モ
デ
ル
に
お
け
る
財
政
政
策
の
扱
い
方
に
つ
い

.

て

'
.

■ 

■ 

- 

■
- 
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■郎

周
知
の
よ
う
に
、
ド
マ
I
ル
型
の
経
済
成
長
モ
デ
、ル
に
お
い
て
は
、
投
資
の 

ニ
重
性
が
基
本
的
な
挫
格
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
投
資
は
，一
面
に
お
い
て
は
社 

会
的
総
支
出
の
一
部
分
で
あ
っ
て
、
投
賢
の
始
発
的
増
加
は
乗
数
過
程
を
通
じ 

て
社
会
の
購
買
力
水
準
を
高
め
、
有
効
需
要
を
造
出
す
る
。
し
か
し
他
の
一
面 

に
お
い
て
は
' 
投
資
は
社
会
の
実
物
資
本
の
増
殖
で
あ
り
、
社
会
的
生
産
能
力 

を
拡
張
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
'考
察
の
最
初
の
時
期
に
お
い
て
も
し 

社
会
的
生
産
能
力
が
ち
ょ
う
ど
過
不
足
な
く
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
有
効
！g 

要
水
準
が
実
現
さ
れ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
有
効
需
要
ホ
準
、
い
わ
ば 

生
産
能
力
の
完
全
利
用
産
出
高
水
準
が
そ
の
後
も
た
え
ず
維
持
さ
れ
る
た
め
に 

は
、
有
効
需
要
水
準
は
あ
る
特
定
の一

定
率
で
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
'

. 

こ
の
生
産
能
力
の
完
全
利
用
が
保
証
さ
れ
る
成
長
率
は
、
貯
蓄
率
と
資
本
の
生 

産
力
と
の
積
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
最
も
讓
な
成
長
モ
デ
ル
で
は
、
貯
蓄 

率
i

本
の
生
産
力
も
産
出
高
水
準
と
は
独
立
と
か
ん
が
え
、
し
た
が
.っ
て
こ 

:
.
成長

モ
デ
ル
に
お
け
る

財政政策の

莰
い
方
に
つ
い
て

の
一
一
個
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
必
要
な
産
出
高
水
準
は
指
数
的 

成
長
の
径
路
を
た
ど
る
で
あ
ろ
ぅ
。

•
投
資
の
一
董
性
を
基
調
と
し
、
生
産
能
カ
め
完
全
利
用
を
社
会
的
規
範
と
し 

.て
与
え
る
戒
長
モ
デ
ル
に
i,財
政
政
策
を
導
入
す
る
こ
こ
ろ
み
は
、
す
で
に
い
く 

つ
か
な
さ
れ
て
い
る
が
、
最
も
簡
単
な
モ
デ
ル
を
.つ
ぎ
に
構
成
し
て
み
ょ
ぅ
。
 

財
政
措
置
は
お
罾
の
一
一
重
性
に
対
応
し
て
、
や
は
り

有
効
需
要
を
喚
起
す
る
独 

立
し
た
社
会
的
支
出
か
.要
素
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
支
出
の
内
容
に
は
、
 

社
会
的
生
産
能
力
の
増
磺
を
も
た
•
らす
効
果
を
も
っ
た
支
㈤
が
包
含
さ
れ
て
い 

る
と
か
ん
が
え
る
の
で
本
る
。
そ
の
部
分
を
財
政
投
資
と
呼
ん
で
、
民
間
投
資 

と
同
等
の
生
産
カ
を
も
つ
.%
の
と
想
定
し
ょ
ぅ
。

:

裏
需
要
水
準
は
民
間
消
費
、
民
間
投
資
お
ょ
び
財
政
支
出
の
三
個
の
要
素 

か
ら
成
る
。
す
な
わ
ち
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附表本 邦製 造工業生鹿指数 ‘

年 度 織雜 食料 化学
金属
機械

竿均 年度 繊維 食料 化学
鑫腐
機械

平均

明治38 24.6 41.4 6.1 14.6 昭和 1 92.6' 98.0 71.3 68.0 82,5

39 26.2 42.7 7,2 10.7 2 93.0 95.5 74.5 68.5 87.5

40 30.5 46.2 8.3 13.2 3 98.5 V99.3 77,5 76.0 96.0

41 28.3 46.3 8.8 12.5 . 4 ' 106.0 102.0 92.0 88.7 106.0

42 31.3 46.8 10.0 12,0 5 100 100 100 100 100

43 34.8 47.2 10.6 15.6 6 108,9 107.1 105.7 95,0 99.2

44 25.7 49.3 13,7 20.0 7 113.1 105,7 116.9 101.0 109.0

大 疋 1 41.5 52.3 14.3 24.1 26.7 8 122.2 109.9 121.5 116,2 125,0

2 43.8 54.2 18.1 2B.4 28.7 9 130.2 111.9 164.2 181.3 139.0

3 44.0 • 57.7 19.2 21.0 29.2 10 138.7 113.3 227.0 238.3 149,5

4 51.7 B3.B 20.9 19.4 31.7 11 141.7 113.7 300.5 266.1 159.5

5 55.0 61.3 26.4 29.1 36.7 12 147.0 131.2 311.0 245.4

6 60.0 71.7 26.7 35.4 42.5 13 124.5 145.0 297.7 273.5

7 65.7 59.5 3B.0 39.4 47.7 14 111.1 157.0 298.0 472.0

8 71.0 76.0 34.7 45.2 51,3 15 94.0 138,0 326.0 430.0 *

9 67.5 8B.3 32.8 48.0 52.5 16 73.0 137.0 267,0 498.0

10 64.3 78.7 34,6 39.6 51.8 17 ■ '

11 70,0 87.0 39.7 56.0 61.2 18 i72.2 97.5 92.5 33.7

12 78.5 93.0 50.5 50.8 65.0 20 7.7 51.7 57.5 37.8

13

14

77.5

85.5

98.5

98.5

56.7

62.0

60.0

51.5

71.2

72.2

21
(4-9月 V 14.9 79.0 1 78.5 i9 ,i

(注) 1 ) 昭和5 年 以 前名古犀高商 2 ) 昭和 5 ~ 1 9 年東洋経済新報社 

3) 戦後国民経済研究協会
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